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｢視深度｣による平面記述･評価の研究

論文要旨

建築の内部空間は､一般に壁と天井(屋根)と床に囲まれた3次元空間

であるが､人間は通常大地の上を平面的に移動し行動する生物であると

ころから､その空間意識も平面的であり､建築の内部空間を壁面で囲ま

れた2次元的なものとして理解する性質をもっている｡

屋根と床が強く意識される日本や東南アジアの伝統建築はともかく､

西洋を中心とする組積的な構法の建築､及びそれを基本にして発展した

近現代建築においては､その内部空間が､壁と開口部に囲まれたものと

して､意識される傾向にある｡つまり人間は､建築の内部空間を､床に

足をつけて歩き回りながら､ほぼ水平の視線によって連続的にその視線

の到達する距離を測り■､その場面場面を記憶することにより､その空間

を視行動的に把握する｡

本研究は､こういった建築内部空間に対する人間の視行動知覚の傾向

を前提にして､壁や柱や窓や扉などの､一般に平面図において表現され

る要素について､｢水平視線を遮る｣という観点からのみとらえた｢平面空

間｣という概念を対象とし､建築の内部空間をコンピューター･システム

を利用した数学的プロセスによって黒の濃淡により記述しようとする｡

建築内部空間のある点(視点)から＼水平視線の遮蔽休までの到達距離

を｢視深度｣という言葉で定義し､この視深度を変数とし､視深度を数学

的に解析することにより､従来の心理実験による建築内部空間の評価手

法に変わる新しい評価手法として展開することを目的とする｡

本論文は6つの章から構成されている｡

第1章[序論]では､本研究の背景､研究目的および既往の研究について

述べている｡

第2章[視深度とその概念]では､建築空間内における視線の到達距離

である視深度という概念を提起し､本研究の特徴である数学的

に解析して建築平面を記述､評価する手法を提案し､■一連の手

法の処理システムについて説明している｡

第3章【視深度による平面記述]では､建築平面内のある一点からの平

面の記述である視深度グラフを示し､視深度の測定データと視

深度グラフから視深度による建築平面を一覧的に記述するため
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の｢視断面面積｣｢視深度平均｣｢視深度標準偏差｣｢最大視深度差｣

｢特異点数｣｢不連続点数｣｢不連続長さ最大値｣の7つの指標を得､

それらの指標に従い､基本的な平面についてそれぞれ平面記述､

評価を行ない､その手法を確立している｡

第4章[視深度による近代住宅作品の主室の評価]では､視深度の具体

的な可能性を探るため､コルビュジェ､ミース､ライトなどの

近代の代表的な住宅のプラン43作品を研究対象として､視深

度による平面記述を行い､実際の建築の平面プランの性格との

対応を考察するとともに､近代建築史における住宅平面の視深

度的な類型化と変遷の考察を試みている｡

第5章[心理実験と視深度の平面記述】では､一連の視深度にる評価手

法を一歩前進させるため､視深度を測定した平面と同様の平面

内の測定点毎にシミュレータ(模型装置)を用いてSD法による

心理実験を行い因子分析を行う｡得られた軸について因子得点

による平面記述を試み､新たな指標を追加した視深度による平

面記述との比較考察と､視深度の各指標と心理実験の結果との

検証を行ない､視深度における心理的な意味合いを明らかにし

ている｡

第6章[結論]では､本研究で得られた結論を総括し､今後の課題につ

いて述べている｡
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第1章序論

ト1研究の背景と目的

建築の内部空間は､一般に壁と天井(屋根)と床に囲まれた3次元空間であるが､人間

は通常大地の上を平面的に移動し行動する生物であるところから､その空間意識も平面

的であり､建築の内部空間を壁面で囲まれた2次元的なものとして理解する性質をもっ

ている｡

屋根と床が強く意識される日本や東南アジアの伝統建築はともかく､西洋を中心とす

る組積的な構法の建築､及びそれを基本にして発展した近現代建築においては､その内

部空間が､壁と開口如こ囲まれたものとして､意識される傾向にある｡つまり人間は､

建築の内部空間を､床に足をつけて歩き回りながら､ほぼ水平の視線によって連続的に

その視線の到達する距離を測ることにより､子の空間を視行動的に把握する｡.

本研究は､こういった建築内部空間に対する人間の視行動知覚の傾向を前提にして､

壁や柱や窓や扉などの､一般に平面図において表現される要素について､｢水平視線を遮

る｣という観点からのみとらえたr平面空間｣という概念を対象とし､建築の内部空間を

コンピューター･システムを利用した数学的プロセスによって黒の濃淡により記述しよ

うとする0建築内部空間のある点(視点)から､水平視線の遮蔽休までの到達距離をr視

深度｣という言葉で表し､この視深度を変数として､内部空間の視覚的認知を数学的に

行う試みである※｡

人が建築内部空間を視覚的に認知し

ようとするとき､次のようなプロセス

をとるものと仮定する(図ト1)｡

A:まず対象となる全体空間の中の一

点に立ち､

B:その位置における水平視線の到達

距離(視深度)を､水平断面(以下｢視

断面｣とする)に沿って回転させなが

ら測定し､

C:歩き回りながら､つまり視点を移動

させながら､複数の視点によるB行

為を実行し､その体験の積み重ねと

統合によって､

D:全体空間を認知する｡

本研究では以上の空間認知のプロセ

スにおいて､視断面に対する視深度を

数学的に解析することにより､建築内 図ト1空間知覚プロセス

※数学的に解析する事により建築平面を定量化して捉える事が可能となる｡
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部空間の新しい評価手法として展開する｡また､一連の視深度測定プロセス､記述

プロセスをコンピューター･システムとして構築することで､将来CAD●システムと

連動した平面評価も可能になると考えられる｡

ト2既往の研究

｢空間の知覚｣に関連する研究として､数多く行われているのは､空間に対する知

覚を数量化した感覚量と､空間の構成要素を数量化した物理量との関鱒を論じ､物

理量で感覚量を説明しようとするもので､その代表としては､谷口らの体系的かつ

長期間にわたる｢建築群の空間構成計画に関する研究｣31ト36…)があげられる｡この研

究においては(集合住宅地についてという限られた条件であるが)､すでに各種の検

証をもって物理量により感覚量を説明する関数を導き出している｡

また西村39)らは､空間認識を設計に応用する際の分析を学生を対象として行って

いる｡宮字地川は､人間が移動する行為とともに視覚情報を捉えており､この研究

は本研究と関連づけられる内容と思われる｡また横山10川)25)らは､'実際の建築とは

直接には関わらずに､概念上で空間を図式モデル化することを考察している｡

｢平面図｣に関する研究は､平面図を｢部屋｣の単位で記号化したモデルにより､そ

の配列を機能的に論じるものが多く､ほとんどが建築の機能を前提とした研究であ

る｡

その代表として､吉田1ト3)や寺田川21)は､全体が長方形の平面をいくつかの室に

分割する際の最適な分割法の算出を考察している｡松下7)らは､最適配置モデルを

廊下を軸に1次元配列で考察している｡

黒沢8川は､実際の住宅プランに即した空間記述モデルの適用を論じている｡

笠島15)==川=け=イらは､実際の使われ方から､棲み方の変化とそれに伴う室配置の

用途の調査を行っている｡服部37)や青木‖=吊らは､空間構成を記述する言語の可能

性について提案､考察している｡

こういった機能を目的としたものではない研究として､平面上におけるメッシュ

データの扱いについて､青木け～りけ=り刷らが空間相関分析法を提案している｡

｢空間の形｣に関しては､その知覚により善し悪しや好き嫌いが個人の感覚に依存

するために､もともと定量化しにくいものである｡そのため｢空間の形｣そのものが

テーマとなった研究は少ない｡

最近の発表では谷川27)や中原用､佐野12)が､特定の建築を対象として形態を主に

射可学的形態とその構成によって捉え考察している｡また水野川らは､都市の街路

形態をフラクタルとして捉える研究をしている｡

｢コンピューターの利用｣に関する研究としては従来の空間構成の記述をコン
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1亭)笠島泰､今井正次､松本壮一郎:集合住宅の住戸平面と就寝分離･分解の時期

-ライフステージによる住み方変化の研究1-､日本建築学会計画系論文報告

集､第422号､Pp.45～52､1991.4
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16)青木義次､大彿俊泰:空間影響モデルの安定推定法 実用的メッシュデータ解析

システム構築のための空間相関分析法の体系化 その2､日本建築学会計画系論

文報告集､第424号､pp.61～67､1991.6

17)笠島泰､今井正次､松本壮一郎:寝室の位置関係からみた住戸内ゾーン概念の捉

案 -ライフステージによる住み方変化の研究2-､日本建築学会計画系論文報

告集､第428号､pP.137～145､199.10

18)安藤直見､茶谷正洋､八木幸二､斎藤亮太:平板状体素モデルの提案と西洋広場

の形態分析 パーソナル･コンピュータによる外部環境の形態記述に関する研究

その1､日本建築学会計画系論文報告集､第430号､pp.95～105､1991.12

19)大併俊泰､青木義次:都市空間の『場所性』を組み込んだ空間影響モデル 実用

的メッシュデータ解析システム構築のための空間相関分析法の体系化 その3､

日本建築学会計画系論文報告集､第434号､pP.99～105､1992.4

20)笠島泰､今井正次､松本壮一郎:幼児の遊び･子供の勉強位置とオーブン域･隔

離域 -ライフステージによる住み方変化の研究3-､日本建築学会計画系論文

報告集､第436号､pp.11～18､1992.6

21)寺田秀夫:平面パターンの非難似度とその適用について 室空間の配置計薗の分

析と総合の方法に関する研究その2､日本建築学会計画系論文報告集､第437号､

pp.57～66､1992.7

22)笠島泰､今井正次､松本壮一郎:集合住宅の住戸平面と接客･宿泊位置 -ライ

フステージによる住み方変化の研究 4-､日本建築学会計画系論文報告集､第

442号､pp.47～55､1992.12

23)青木義次､大彿俊泰:スキーマグラマーによる空間分析の方法論と都市プランヘ

の応用 建築空間分析のためのスキーマグラマーに関する研究 その1､日本建

築学会計画系論文報告集､第446号､pp.99～109､1993.4

24)笠島泰､今井正次､松本壮一郎:集合住宅の住戸平面とドライ家事等の位置変化

ライフステージによる住み方変化の研究 5､日本建築学会計画系論文報告集､

第448号､pp.71～79､1993.6

25)横山勝樹､今井ゆりか､高橋鷹志:建築空間の認知における方位概念の考察 空

間図式の研究その3､日本建築学会計画系論文報告集､第448号､Pp.81～89､

1993.6

26)安藤直見､茶谷正洋､八木幸二､米野雅之:平板状体索モデルを用いた広場周辺

街路の形態分析 パーソナル･コンピュータによる外部環境の形態記述に関する

研究その2､日本建築学会計画系論文報告集､第452号､pp.143～154､1993.10

27)谷川康信:▲ミラノ大聖堂におけるスト●ルナロコの正三角形断面案について ゴ

シックの幾何図式､日本建築学会計画系論文報告集､第454号､pp.1▼81～187､

1993.12

28)中原まり､小林克弘:マッキム･ミード&ホワイトのロウ･ライブラリーにおけ

る幾何学構成の分析､日本建築学会計画系論文報告集.第454号､pp.189～195､

1993.12
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29)斉藤亮太､茶谷正洋､八木幸二､安藤直見‥パーソナル･コンピュータによる外

部環境の形態研究その1､日本建築学会大会学術講演梗概集A､昭和62年度大会

(近畿)､pP.1025～1026､昭和62.10

30)安藤直見､茶谷正洋､八木幸二､商連郎:パーソナル･コンピュータによる外部

環境の形態研究その2､日本建築学会大会学術講演梗概集A､昭和62年度大会

(近畿)､PP.1027～1028､昭和62.10

31)谷日汎邦､■松本直司:住宅地における建築群の空間構成と視覚的効果について

-建築群の空間構成計画に関する研究告集その1-､日本建築学会論文報告集､

第280号､pp.151～160､昭和54.6

32)谷日汎邦､松本直司:住宅地における建築群の空間構成と視空間評価予測に関す

る研究 一建築群の空間構成計画に関する研究･その2-､日本建築学会論文報

告集､第281号､pp.129～137､昭和54.7

33)松本直司､谷日汎邦:住宅地における建築群の空間構成の頬型化とその視覚的効

果一建築群の空間構成計画に関する研究･その3-､日本建築学会論文報告集､

第316号､pp.99～106､.昭和57.6

34)松本直司､谷日汎邦:住宅地における建築群の空間構成の変化と視党的効果につ

いて 一建築群の空間構成計画に関する研.究･その卜､日本建築学会論文報

告集､第346号､Pp.143～152､昭和59.12

35)松本直司､久野敬一郎､谷日汎邦､山下恭弘､瀬田恵之:空間知覚評価メディア

(シミュレータ)の開発一建築群の空間構成計画に関する研究･その5-､日本建

築学会論文報告集､第403号､pp.43～51､1g89/9

36)松本直司､山本誠治､山下恭弘､瀬田恵之､谷日汎邦:模型空間知覚評価メディア

(シミュレータ)の有効性一建築群の空間構成計画に関する研究･その6-､日本

建築学会論文報告集､第432号､pp.89～97､1992.2

37)服部琴生:建築の空間構成を記述する形式言語(生成文法)の可能性､日本建築学

会論文報告集､第‖5号､Pp.89～98､1993.4

38)松本直司､佐々木太郎､谷日汎邦:二棟平行配置空間の視覚的まとまりについて

一建築群の空間構成計画に関する研究･その7-､日本建築学会論文報告集､第

446号､Pp.111～118､1993.4

39)西村伸也､高椅鷹志､服部久雄､石田滋之､藤井昌幸:空間認識からみた設計の

思考プロセスの考察-｢視点』による学生課題設計の分析-､日本建築学会論文

報告集､第455号､pp.87～96､1994.1

40)宮字地一彦:人間移動に伴う視覚的シークエンスの研究(その2)､日本建築学会

論文報告集､第455号､Pp.97～108､1994.1

41)青木義次､藤原学:町屋平面のスキーマグラマー 建築空間分析のためのスキー

マグラマーに関する研究その2､日本建築学会論文報告集､第455号､pP.119～

127､1994.1

42)佐野潤一:ミース･フアン･デル･ローエの作品における黄金比についての研究

三つの中庭を持つコートハウスとⅠITチャペルの平面図における黄金比につい

て､日本建築学会論文報告集､第453号､PP.153～158､1993.11
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43)福井光､服部琴生:可視空間の畳と形状の記述法 その1-イソビスタの3次元

化の試み-､日本建築学会大会学術講演梗概集E､1==年度大会(東海)､

pp.1149～1150､1994.9

‖)福井光､服部琴生､松川真由美:イソビスタの3次元化の方法-イソビスタを用

いた空間記述方法とその有効性に関する研究(その1)-､日本建築学会大会学術

講演梗概集E-1､1995年度大会(北海道)､pP.907～908､1995.10

45)福井光､服部琴生､松川真由美:劇場ホワイエにおける有効性-イソビスタを用

いた空間記述方法とその有効性に関する研究(その2)-､日本建築学会大会学術

講演梗概集E-1､1995年度大会(北海道)､pP.909～910､1995.10
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第2章視深度の定義

本章では､本研究において柱となる概念である｢視深度｣について説明し､平面空間に

おける｢視深度｣の測定プロセスを定義し､研究方法を策定する｡

さらにコンピューターシステムを用いた視深度測定システム､記述システムを作成す

ることを目的とする｡

2-2視深度の定義

研究対象となる平面空間S内のある位置Pにおいて､その空間を視知覚する人の状態

は､その人の存在する点Pに視線を向ける方

向0を変数に加えることで説明でき､このと

き人には自分の視線方向に壁や柱等の障害物

のみが見え､それとの距離dを知覚する｡

ここでdはSにおいてP,0によって決まる

唯一の従属変数d(PlO)であり､その位置Pの

周囲の空間を示す唯一のインデックスであ

る｡よってこのdの示す意味は､障害物まで

の距離(distance)というより､障害物まで

の問の空間の奥行き､あるいは深さ(depth)

というべきである｡本研究では､このdを｢視

覚的に得る空間の深度｣の意味で｢視深度｣と

呼び､空間の位置性を数量的に示しうる基本

概念として採用する｡

さらに本研究では､人の空間知覚プロセス

から､平面内の位置Pにおいて0を0≦0<

2冗で連続的に変化させた直線d(P,0)の集合

S.･平i夏空野'
P.･人の存在する点

♂ノ虞紛方向

dご視宗家

図ト2視深度とその概念

が､SのPにおいて体験される視断面s(P)を

表し､S上のすべての点の視断面s(P)の集合は全体空間である視深度による空間Sを表

すと考え､これをもとに後述する視深度測定システムを作成する(図2-2)｡

-10
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第2章視深度の定義

2-3研究対象としての平面空間

本研究は､平面図から読みとれる内部空間

の視知覚の研究である｡一概に平面図と言っ

ても､そこに表現されている情報の畳や質は

図によって千差万別であるが､空間を囲う壁

面と､柱や扉､窓など水平視覚を遮るものの

存在はもっとも基本的な要素として表現され

ている｡

本研究では逆に､平面図をその水平視線を

遮るものの存在を表す図として捉え､その

他､ものの形態の機能的､意匠的意味､素材､

仕上げなどの情事削ま､余剰として排除する｡

その帰結として､対象とする平面図は､柱､壁

などの視線遮蔽体を黒で､空間､開口部など

を白によって示した最も基本的なものとなる

(図2-3)※｡

2-4研究方法

□

:1リ

■ 四 I l
`ll- ｢盲1~丁'

臨∋
■

lJl■I.LJL▲_L■｣▲■

変換前

変船

ベルソニノ肋冒｢ミース･フアンデル･ローユノタ細

図2-3平面図の変換

新しい建築平面評価の開発を行うため本研究では､以下の段階を経て研究を行う(図

1.視深度の定義に基づき､視深度測定プロセス､

記述プロセスを策定する｡

2.基本的平面の平面記述を行い､視深度による平

面記述･評価の方法を確立し､その特性を確認

する｡

3.得られた結果に基づき､実際の建築平面を対象

とし､視深度による平面記述を行い､視深度に

よる平面評価の可能性を探る｡

4.さらに視深度による平面評価を一歩前進させる

た吟､視深度の心理的意味合いを考察､検証す

る｡

胡深旋の設定

こ二二二必理み亮甲化

一_∴_L+_..､∵､

踊

______▼._.______L.__._

胡深好グラフ/こ
よる既述

___,.,.___-.▼_____-_

-__._.___､
--→巌財こよる平遠雷己述

美加べのぢ瓦帝

_.-._._.∵_. Y__._.∵__._■_.._

′山型亮餅との比脚

ー_._土___._

紹括

図2-4研究方法

※元の平面図の開口部で扇が描かれているものは､扇が閉じた状態とし､描かれて無い場合は開

口部として変換した｡

-11-



第2牽視深度の定義

2-5視深度測定プロセス

視深度の定義にそって視深度測定プロセスを策定する｡理論的にはPはSのあらゆる

点をとり､d(P,0)について0は0≦0<27tで連続した値をとるが､実用のためにPはS

を格子状に分割しそれぞれの中心点で代表したものを､0は2冗を均等に分割したものを､

離散的数値をもって近似的に扱う(図2-5)｡

視深度の測定プロセスを段階的に示す｡

1.研究対象とする図面を光学デジタイザ(ス

キャナー)などによりコンピュータ内に

ラスタデータとして取り込み､CADソフ

トなどを使用して壁や柱などの骨格のみ

に変換する｡

2.変換された図面をある程度の大きさの格

子状に分割する※1｡

3.分割された格子の中心点から2冗方向全て

※2の視深度を測定し､これを全ての格子

に対して行う｡

4.得られたデータを2丁【の分割数×測定点数

の行列として出力する｡

ト6平面記述プロセス

S ∴平面空間
且町人の存在す葛ノ点

伽.･視線の方向

∩.･平面を店子状/こ分封した数
m ニク方の分線

図2-5視深度測定プロセス

視深度による平面記述を､元の平面図上に一覧的に黒の濃淡によって表示するために､

上記測定プロセスによって得られたデータを､何らかの形に変更する必要がある｡そこ

で本研究では､測定プロセスによって得られたデータを解析したものを､以下のような

段階を経て平面記述を行なう｡

1.平面上のある点における横軸角度､縦軸視深度の視深度グラフを作成し､そこから平

面を解析するための指標を決定する｡

2.決定された指標に従い､各測定点の視深度を解析する｡

3.元の平面図上に黒の濃淡で表示するために､解析されたデータを20%から88%※3ま

での濃度に変換する｡

4.変換された濃度に従って､視深度の測定時に分割された格子を着色する｡

※1分割数は何度かの測定の後､経験的に決定された｡

※2本研究では180分割としている｡

※3視深度平面図の白黒の濃淡は､壁と未測定地点を区別するために､最大値が最濃(黒80%)､

最小値が最淡(黒20%)となっている｡
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第2奉祝深度の定義

2-7処理のシステム化

これらの視深度測定プロセスによるデータは膨大なものとなるため､本研究では視深

度測定プロセスをコンピュータ･システム化し､平面図より自動的にd(P,0)が得られる

ような処理プログラムと平面記述プログラムを作成した※｡

これらにより､将来的にはCADシステムと連動したリアルタイム平面評価システムも

考えられる｡

以下にその概要とインターフェースについて述べる｡

2-ト1グリッド調整プログラム

平面上の全ての点について視深度を測定することは､処理上実用的ではないので､平

面をある程度の大きさの格子状に分割し､その格子の大きさの妥当性を確認するための

プログラムである｡

実際には平面を何分割という形ではなく､平面上に一辺数pixelのグリッドを引くと

指定し､格子一つ一つの中心点を表示させることで､格子の大ききの妥当性を確藷する｡

図2-7-1は正方形の中に直角な出隅がある場合の格子の大きさを確認しているときの

様子である｡

/辺/βタβ偏Jの平面を/還狩/直ズeJの

頼子で謝した場合の中山点

/辺/βタβ′ズeJの平面を/還抒ββ/ズgJの

鰯子で分割した場合の中山点

図2-ト1グリッド調整プログラム

※プログラム開発にはIBM/PC互換機を使用し､プログラム作成にはMic｢osoft VjsualBasjcを

使用した｡プログラムの詳細は付録に掲載している｡
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第2奉祝深度の定義

ト7-2視深度測定プログラム

グリッド調整プログラムで決定した格子の各中点からの視深度を､2冗方向また全て

の測定点について､視深度測定プロセス●に従って測定し､得られたデータをmxnの行

列にして出力する｡

図2-ト2は正方形の申に直角な出隅がある場合の平面を測定しているときの様子であ

る｡

劇症押ア経､

椚X〃の行声瑚か
彪で出力

閉場 2t格点鞋

11 t2】204159d58

32 t2】20-1】59458

53 12】204159458

了4 12】204159458

95 12】20ヰ159帝8

】】6 121204159458

】37 t2】2鋸159458

】58 12】2_0ヰ159458

9砲点数 9

】2 121204159458

12 12120ヰ159458

12 12120415g45(〉

】2 12 t204159458

12 121204t59458

12 121204159458

12 12】204159458

12 12】204t59ヰ58

12獅159458

】204159458

1204159458

】204159-158

1204159458

1204159458

1204159458 ● ● ● ●

】204】59458

】79 t2】204159458 12 1212041594581204159458

11 33 33015月804 33015tヰ804 33060558513ユー13608305 3324t5J‡028

32 33 330151d80ヰ 3301514∝)ヰ 3308055051331ユ808305 332415-1028

53 33 33015t4804 330t514804 330805505】3313¢08ユ05 33,24154028

●

●

図トト2視深度測定プログラム
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第2章視深度の定義

2-ト3 平面記述プログラム

次章で後述する指標により解析された視深度測定データ※!を､黒の濃淡として平面に

記述する｡

実際には､このプログラムで濃淡図を作成した後､元の平面図との合成削を行ってい

る個2-ト3)｡

i変述する瀞こよク射され

た姦点のテ｣夕蜘lを鼎か

麒であらわす

2-8小結

+｢もとの棚と射する

図2-ト3平面記述プログラム

本章では視深度の定義を行い､その定義にもとづいた視深度の測定方法を確立し､研

究全体の研究方法を策定した｡

さらに､視深度測定プロセスをコンピューターシステム化することにより､より細か

く効率的に視深度を測定することが可能となった｡

また､次章において､視深度測定プログラムによって得られたデータを直接的にあら

わした視深度グラフ､さらにそれらを数学的指標によって処理し､平面記述プログラム

によってもとの平面図上に記述することで､視深度による平面記述の考察を行なってい

る｡

※1視深度測定プログラムによって得られるデータは､表計算ソフト(本研究ではMicrosoft

Excelを使用)により解析し､濃度への変換､格子状への再配置を行なっている｡又､これらの

作業も自動化している｡

※2画像の合成にはA如be PbotoSh叩を使用した｡
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粛3書

館深度による平面記述
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第3章視深度の定義

本章では､前章で定義した視深度と視深度測定プロセスに従って開発した視深度測定

プログラム､平面記述プログラムを用いて12個の基本的な平面図を対象とし､平面上

のある点を直接的に記述する視深度グラフ､平面全体を一覧的に記述する視深度平面図

の平面記述を試み､もとの平面図との対応を考察する｡

3-2対象平面

本草では､平面記述の方法を確立するため､実際の建築平面の概形や平面の1部にな

りうると考えられる､12の基本的な平面空間を対象として平面記述を行う(図3-2)｡

三角形 長方形 直観却碍 頗出塀

3-3視深度グラフ

｢.一.エー..■....一-tl屋-.i

固餌肝】ヨ血Imヨ由由漬d甲

由画匿血E道中辺ヨ

角柱7本 願4本 髄7本 髄4本

田

日 日

画 包

図3-2対象平面

0 0

● ○

s(P)についてdは0により一意に決定する関数であるから､Pにおける視断面s(P)は､

0-dグラフ(0≦0<2耳=こよって直接的に記述される｡これをr視深度グラフ｣と呼ぶ｡こ

のグラフは視断面と一対一対応しているので､平面内の視点一つ一つの平面記述であり､

｢視深度｣｢視断面｣の本質を表しているといえる｡

例として12の基本的な形態の平面についての､中心点からと端の点から視深度を測

定した視深度グラフを示す(図3-3-1～12)｡

これらより視断面s(P)の入隅､出隅､不連続､境界の直線性､曲線性､方向のリズム

等とグラフの対応関係を読みとることができる0

その中でも､視深度グラフ上でグラフが不連続になる箇所は､その左右の近傍で視深

-18
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第3章視深度の定義

度が急激に変化しているということを示している｡この箇所は､実際の建築空間の壁や

柱の障害物が不連続になっているところにあてはまる｡それはつまり､その不連続に

なっている両者の間に空間が廻り込んでいることを示し､空間の流動性を示すものと考

えられる｡

また､同一空間内であっても測定点が変わると視深度グラフの形が変わることが､各

平面のPlとP2における視深度グラフを比較することによって確認される｡

このことは､測定点の位置によって視深度の最大値と最小値の差､グラフの不連続点

数､グラフが連続となっている角度の範囲が異なり､同一空間内の違う場所で人の見る

位置によって､その空間に対する知覚が変わることがあることを示している｡

次ページ以降に各平面の視深度グラフを示す｡

-19
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第3章視深度の定義

3-3-3 正≡角形

タJ,〝ニ測定点 β

旬日転====コ======

【
∫恒相叩亡ん-β√叩カノア/

L

:■β∫∫eJ

∴_ノ＼･ノー＼_､､_.∴

7r 2刀- ♂

図3-3-3正三角形

＼､ノ1

銅わ血矧叩拍一首′叩か〃

三角形の入隅の様子がグラフ申の上向きの突起に現れている｡正方形平面と比較する

と､入隅部分の空間の尖り具合が突起の折れ角に対応していることがわかる｡

3-3-ヰ 長方形

タ/′〝ご邦己点 ♂

封力血拍印材-β′叩カニアナ

_一∴ニー･一
-､_ノ･ll--ノ~-､--

=:.=包

フr ブタr ♂

図3-3-4長方形

闘わ血矧叩拍-β′卯月ご′～

正方形平面に比べ､Pl､P2とも長壁方向部分の周期が長くなることから､空間の方向

性を示している｡
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第3章視深度の定義

3-3-5直角出隅

′J.′～J艦点 ♂

銅わ血畑印材一首′叩カご′J

ノヘ〕/＼

ブタr ♂

図3-3-5直角出隅

J力′タ机伽β拍-か叩れ〃

正方形平面や三角形平面の入り隅に対して､出隅は下への突起として表現されている0

特に正方形平面と比べると､aが示すように出隅の部分だけグラフが変化しており､出

隅の様子をよく示している｡P2では出隅によって視線が遮られて､bの様にグラフが直

線的に急減する個所が現れているのがわかる｡

3-3-6 円形出隅

タ/,〝ご測定点 ♂

銅再血畑印材一首′叩ムご′/

/ヘーノ＼

ユニ､♂しノ･ご
ノr 2刀･ ♂

朗′g机β印亡カー古′卯月ノア～

′--･-J-1=-こ÷■■--●-′

図3-3-6 円形出隅

この平面は､出隅の角が曲面である平面形態である｡直角出隅平面と似ており下に

尖っている部分が同様に存在するが､そこは突起状にはなっておらず､滑らかにつな

がっている｡また､直角出隅と同じ地点でのグラフと見比べると､出隅の角を見てい

ると思われる部分の視深度が大きくなっている､つまり曲面の方が見ることのできる

平面が広いということがわかる｡
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第3章視深度の定義

3-ト2 正方形

建築平面とし

て正方形の平面

というのは基本

的な平面形態で

あるので､これが

様々な建築平面

の基本となる｡位

置によって死角

となる部分がな

いので､視断面面

.正方開
老㈹符 脚均 脚

孝義亀,点数 働

図3-ト2正方形

不遇舞義信さ肋蜜

=======二二二〟J〟

積､不連続点数､

特異点数､不連続点数は位置によらず均等である｡空間中央付近で視深度標準偏差､最

大視深度差､視深度連続角標準偏差が低いことから中央付近の纏まりが強く､視断面が

均質であるといえる｡

3-ト3 円形

円形平面も位置

によって死角とな

る部分がないので､

視断面面積､特異

点数､不連続点数

は位置によらず均

等である｡さらに､

常に同一の壁面が

見えることから､

特異点数､不連続

点数はどの位置に

｢｢

｢｢

おいても存在しな

い｡空間中央付近で視深度標準偏差､最大視深度差が低いことから､中央付近の纏まりが

強いといえる｡
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第3章視深度の定義

3-ト4 正三角形

この平面も視断

面面積､不連続点

数､特異点数､不連

続点数は位置によ

らず均等である｡

また隅部の角度が

狭いことから､視

深度標準偏差より

も最大視深度差の

方が､濃い部分が

広い｡そして空間

戸戸
~

二二 ∴肌用

図3-ト4正三角形

中央付近で視深度

標準偏差､最大視深度差が低いことから中央付近の纏まりが強く､視断面が均質である

といえる｡

3-ト5 長方形

長方形の平面と 長方形 戯櫛好 胡脚勾 報酬顧若

いうのは､実際の-

建築において最も

利用度の高い平面

形態である｡その

特徴は基本的に正

方形と同じである｡

視断面面積､不連

続点数､特異点数､

不連続点数は､位

置によらず均等で

最大視濁度蒼 朋 不捌紛 不運涜姦長さ別家

図3一行5長方形

あり､空間中央付

近で中央付近のまとまりが強く､視断面が均質である｡
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第3章視深度の定義

3-ト6 直角出隅

正方形の平面に

直角の出隅のある

平面である｡この

平面も建築平面に

おいて大小の差は

あるものの､比較

的よく見ることが

できる平面形態で

ある｡この平面に

おける特徴は､出

隅の先端部分付近

塵角度餌琴 棚野 脚 胡脚蘇掌

酬 働 不運蛎註長さ鰯

図3-ト6直角出隅

の視深度の急激な

変化が見られることである｡また､視環境を構成する特異点数は､出隅先端部分を斜め

に通る直線､出隅を構成する壁面の延長線によって大まかに3種類に区切られる｡

3一卜7 円形出隅

この平面は､出

隅の角が曲面と

なっている平面形

態である｡直角出

隅の平面と､平面

形態としては似て

いるが､出隅の角

が曲面であるため

に､死角となる面

積が減少するため､

視断面の大きい部

脚 細野 脚 胡購

国3-4-7曲面出隅

ミニニニこ===二二二二二二二二二〟川

分がかなり広く

なっていることが分かる｡視環境を構成する特異点数は､曲面を斜めに通る接線におい

て2種類に区分され､直角出隅平面に比べその視断面は均質である｡
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第3章視深度の定義

3-ト8 独立壁

平面の中に独立

壁のある平面であ

る｡この独立壁に

よって､一つの空

間が2つに区分け

されていることが

視断面面積､視深

度平均､視深度標

準偏差､最大視深

度差の各平面記述

から分かる｡特異

出撃 脚 脚勺 脚

... ..____

一
=

気
絶
､

雌 手視点激 働 不適舞姦岸さ蜘蜜

.~~二~~二~~~~.｢~~丁~丁

区=-ト8独立壁

点数､不連続長さ

最大値からは､独立壁の両端部分の付近では視断面の変化が激しいことがわかる｡

3-ト9 連結部

二つの空間を壁

によって遮り､二

つの空間をつなく

連結部の開口を持

つ平面である｡こ

の平面の記述にお

いて注目すべきは､

やはり開口部､つ

まり連結部を望む

部分である｡この

連結部にあたる部

ニ逮脚
胡脚 脚

こ二ニユ[二二二二 F===ココ[

-
-
-
-
=
-
-
-

-t

雌 薄醐 働 不遇競走馬さ削ぎ

図3-ト9連結部

分は､全ての概念

において他の部分から突出している｡均質感としては､その連結部分と独立壁に接する

入れ隅部分が安定している｡
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3-ト10 角柱1本

正方形の平面の

中心に､正方形の

断面である柱が1

本立っている平面

である｡この平面

での特徴としては､

柱の付近では視断

面面墳､視深度平

均､視深度標準偏

差､最大視深度差

の平面記述に見ら

角柱J本

欄姦尽さ鰯

図3-卜川角柱1本

れるように､かな

り影響を柱から受けていることがわかる｡視断面の均質感としては､特異点数､不連続

長さ最大値から､柱を構成している壁の円延長線によって区切られる､8つの空間に分

けられることがわかり､柱が出隅の役割をしていることを表している｡

3-ト11角柱4本

正方形の平面の

中心に､正方形の

断面である柱が4

本立っている平面

である｡柱と正方

形の平面の､入れ

隅部分で構成され

る空間は､中央部

分から切り取られ

ており､独立した

全く異質な空間と

なっていることが

わかる｡

区=-4-11角柱4本

琵珊∵∵∵∵∵∵二〟J〟
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3一卜12 円柱1本

正方形の平面の

中心に､円形の断

面である柱が1本

立っている平面で

ある｡この平面で

は､視断面面積､視

深度平均､視深度

標準偏差､最大視

深度差の平面記述

は､角柱1本平面

円柱ヱ本 棚 胡鮮卑 虞購

成大魂濁度差 ず瑛点数 働 不遜蒜長さ削ぎ

と似ているが､特

異点数が示すよう

に角柱1本平面より､

3-4-13 円柱4本

正方形の平面の

中心に､円形の断

面である柱が4本

立っている平面で

ある｡円柱1本平面

と同様に､角柱4

本平面と視断面面

積､視深度平均､視

深度標準偏差､最

大視深度差の平面

記述は似ているが､

､】.､一い､1.

図3一卜12 円柱1本

より明確に平面が4つにわかれていることがわかる｡

勝本

● ●

● ●

雌 三相舶鰍 働 不;遥振岸さ】軍畑

図3-ト13 円柱4本

特異点数､不連続

点数､不連続長さ最大値において､中央付近の状態が角柱の時よりも纏まっている｡
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第3章視深度の定義

3-5平面記述の総括

基本的平面の平面記述を考察した結果､視断面面積､視深度平均､視深度標準偏差､

最大視深度差は､各測定点の視深度データ全てから算出される値であり､またいかなる

平面のいかなる場所においてもそれらの値が得られることから､これら4指標は空間構

成に関する指標であると考えられる｡それに対して､特異点数､不連続点数､不連続長

さ最大値は､空間に独立壁や柱などの視線を遮るものが存在するときにのみ発生する指

標であり､その特徴は視深度グラフにもよくあらわれることから､これら3指標は空間

の視覚的特性に関する指標と考えられる｡

3-6小結

本章では､建築内部空間を歩き回る人間の水平視線の集積によって､空間を認知し評

価するという観点から､空間内のある点からの水平視線の到達距離つまり視深度という

概念を数学的に展開した｡

ある点における視断面の視深度変化を記述したのが､視深度グラフというもので､こ

れによっていくつかの典型的な平面形態の視深度特性を提示している｡

円形平面では､視深度グラフは連続的なものとなり､全体的形態としては他の矩形平

面に対して特徴的であるが､視深度という観点においては単調なものとなる｡当然のこ

とながら､多角形平面ではその角数分の不連続点が現れ､視線を遮る壁面や柱の存在は

さらに不連続点を増やすことになる｡

また､内部空間の視点の位置によって異なる視深度グラフを集積して､その空間の位

置特性として､一覧的に元の平面図上に記述したのが視深度平面図であり､これもいく

つかの典型的な平面形態を仮定して提示した｡

視深度グラフを視深度平面図として表現することにより､言葉では言い表わしにくい一

視断面広さ､広がり､まとまり等の分布や変化などが視覚情報として記述された｡
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裾深度による近作住宅作品の平面記述
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第4章近代住宅作品の平面記述

本章では､この視深度という概念による平面評価の具体的な可能性を探るため､近代

建築評論に数多く登場し､歴史上重要と思われる近代の代表的な住宅のプラン(43作

品表ト1)※Ⅰを対象として視深度を測定し､各指標による平面記述を行って､各建築

作品の主室※2の視覚的空間構成を明らかにする｡さらに､各平面の平面記述の濃淡

の分布の傾向かち､近代住宅作品の主室の視覚的空間構成の特徴を分類し､視深度

による近代住宅作品における各住宅作品の主室の視覚的位置づけを明らかにするこ

とを試みるとともに､近代建築評論との対応を考察する｡

表ト1対象作品

作品 腰家 皐 原産国

ロオルタ貞盛r ゲィクトルオルタ J紺β ペル羊｣
～ウイリッリノ紆 フラ.ンク･ロイド･ライト /タ♂～アメリカ
J ヒルノlクス邸 C･斤･マリ≠ントッシュ /射け アメリカ

B グラスナー上汐 フラ.ンク･ロイド･ライト /飢川 アメリカ

円ロビーJ汐 フランク･ロイド･ライト /射け アメリカ

向ギヤシフ功.土田 グリーン･アン〝･グリーン /卯β アメリカ

以クーンレイ即 フラニ/ク･ロイド･ライト /紺♂ アメリカ

βルーフアー∠汐 ア/胡′フ･ロース Jタ/～オーストリア

匂ラ･ロッシュ=ジャンヌレ∠好 ル■コルピ土ジ土 /タブJ フラニ′ニス

川 レーモン僧∠打 アン左=.ン･レーモ.ンド /タ～イ葺本

山 シュレーダ｢邸 ヘリットr･リー∧フェルト /タブイオラ.ンダ
/ク ス∧ムメー〟.カ→デ之か住宅 ヨハンネス･ダイカー 用〃 オランダ

り ダーレゲイリノの身邸 フルーノ･タウト Jタブβ ハイツ

田 クッ勿野 ル･コルピ土ジ土 /タ～Jフランニス

田 バクノlウス教理住宅 ワルター･グロピウス /タ～ざ付ツ

田 トシ只タン･ツア男野 ア/胡.フ･ロース /タ～7 フラン:ス

仏 プァイセンホーフ･ジー∧刀′ンク ノl.ンス･シサロウシ ~/タブ7付ツ

昭 プァイセンホーフ･ジ｣J胡.ンク J･J･P･アウト メタ27付ツ

田 プァイセンホーフ･ジ｣〃仏ンク ル･コ〟.と:ユジ土 /タ～7付ツ

〃
.ガルシュの屋▼シュタイ淵j､

ルーコ〟.ビュジ土 /タ～βフランス

ク/ メルニコフ昌邸 コンス女ンテンゾ∽.ニコフ /タブタシ膚

〟 ログェ仏J好虚慶住宅) リチャード･ノイ〈ラ 丹〃 アメリカ
〃 ミューラーJ汐 ア〃仏フ･ロース /タブ♂チェコス⊂レr手ア

〟 トクークつ′〝lツ〟打 ミ｣ス･フアン･邦′■ローエ Jタブ♂チェコス⊂レr手ア
〃 ムー左エペかスタジ柑宅 デオ■フアン･柏-スフルフ 〃J/ フランス

〟 ベルリカ墜落好の庄虐 ミ｣ス■フアン･テル･ローエ りJ/ /､イツ

〃 サケオ刀汐 ル･コ〟.とニュジェ メタJJフラニ′:ス

〃 ガラスの慶汐ン′.ゲスj紗ノ P･シサロー&βノrイフウト /タブ～フラン:ス

〃 シュミン畑 ノLンス･シサロウ.ン /タJJ 付ツ

〃 ′rツ勿野 ル/胡′フーシ.ントラー /タブイアメリカ

切 戯の〟l住宅 ル･コ〟.ビュジ土 /タJJ フランス

〃 フィジーニJ汐 L･フィジーニ&Jポリーニ JタJJ イタリア

田 gの粛 エリック･G･アスフ隷.ン〝 †タJ/スウェーデン
〃 屈水落 フランク･ロイトライト /タブ7アメリカ

〃 アンタメリングiか庄宅 マ刀.セル･フ臼イヤー /タJ7 イギリス
〃 マテ/工ル貝田 アグルベルトリベラ /タブβイタリア

〃 マイレ刀紗 アルウウ･アアルト /タブタフイ.ンラニ′F

班 ルイニスノrラガユ邸 ルイスノrラガン 丹〃 メ≠シコ

〃 フアンスークース紗 ミース･フアン･デル･ローエ JタJ♂アメリカ
■

〃 ガラスの粛 フィリップ･ジ盲ンソン 丹JJ アメリカ
〃 ジーウル上田 ル･コルとニュジ土 メタJβフランス

〃 プアーウゝンジャー一打 フルース･カフ メタJ7アメリカ
〃 母の虞■ ロ′r一人一くンデューリ /タβ～アメγカ

※1近代建築評論則丁･さ･,中で､その作品中に要した文字行数とその全体との比をとった行数得点

と､評論内容を空間･意匠､社会･歴史的背景､吉見明引用､写真のみの4種類に分け､それぞ

れ一回登場につき3,2,1,8.5ポイントを与え､その作品ごとの得点合計と全体との比をとり内

容得点とし建築ランキングを作成した｡上位たランキングされた住宅作品はコルビュジェやラ
イトなどに偏るので､これらについては平面パターンが似ているものは省略し､特定の建築家
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第4章近代住宅作品の平面記述

4-2近代住宅作品

近代個人住宅は､いわゆる近代建築(モダン･アーキテクチェア)の歴史において､

どちらかといえば効率､機能､生産の論理に埋没しがちな社会思想の展開の中で､

いかにして機能的でかつ豊かな空間を確保しうるかという､むしろ非社会的な､個

人のレベルに屈する価値観においてその作品性を切り開くことによっセ､近代建築

にふくよかな奥行きと広がりを保持させてきた｡例えば､A･ロースによるラウム

プランの提示､F･L･ライトによる箱からの脱却､ミ÷ス･Ⅴ･D･ローエによ

る壁体の構造からの離脱､ル･コルビュジェによる自由な平面の提唱などにより､

モダニズムの中の住宅は､正方形や長方形といった単位空間の集積から､リビング

やダイニングといったパブリック要素の強い空間を中心に､より流動的かつ複相的

なものへと室形態を変化させている｡

4-3研究方法

本章における研究の進行を段階的に記す｡

1.視深度による平面記述を行う対象としての建築平面を､近代建築を網羅的､通史

的に記述した代表的な評論における登場頻度を基本にして選出する｡

2.対象とする平面図を､｢平面空間｣という概念の視深度測定用平面図に変換する｡

3.視深度を計測し､得られたデータを各指標に従い算出し､元の平面図上に記述す

る｡

4.各指標ごとに･､濃淡の分布の傾向から平面記述を類型化し､近代建築史における

住宅の平面空間評価の指標としての可能性を探る｡

5.近代建築評論が存在する各作品毎に､それらに対する評論との対応を考察する｡

4-4視深度の測定と平面記述

本研究では､視断面面積､視深度平均､深度標準偏差､最大視深度差､特異点数､

不連続点数､不連続長さ最大値の7つの指標を提案した｡

しかし､本章では､実際の建築作品の空間構成を探ること目的とすることと､特異

点数､不連続点数､不連続長さ最大値は､その測定方法の仕様上実用的では無いので､

本章では､視断面面積､視深度平均､視深度標準偏差､最大視深度差の4つの指標に

限定して平面記述を行う｡
ゝ

また､ほとんどの建築作品において寝室などのプライベートな空間は､本章でい

に偏らないように配慮した｡さらに上位作品でも分析に有効な平面図を収集できないものは省

略し､ランキング外でも他の書籍､雑誌などで重要と位置付けられている作品を加え､対象作

品を抽出した｡

※2本論ではパブリックな居間､応接間､一つの部屋に居間や食堂などが混在している場合はそ

の室全体を主室と定義している｡
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第4章近代住宅作品の平面記述

う平面内に視線を遮るものが存在しない､四角形平面である基本空間(図卜4)に属

するものであるため､本章では平面記述は平面全体で行うが､記述による空間の分

類は主に主室について行う｡

胡断面画群 脚 視桝 鰯菊曹

図4｣基本空間の平面記述

ト5視深度による近代住宅作品の分類

視深度による平面記述の分類は､視断面面積､視深度平均､視深度標準偏差､最

大視深度差の各指標毎に､基本空間の平面記述を基本として､各作品の主室部分の

記述の特徴について行なう｡

卜5-1視断面面積

空間の〃視覚的広さ"をあらわすこの指標の記述においては､近代住宅作品は3つのタ

イプに分類される(表卜5-1～3)｡

主室が基本空間で構成されたバウハウス教授住宅､また､主室内に視線を遮る障

害物があっても､それがほとんど視覚的広さを知覚するのに障害となっていない

シュレーダー邸のような平面では､室の大小､つまりその面積に比例して濃度が変

化しているのみである(Typel)｡しかし､主室が通路でつながれたメルニコフ邸､主

室と他の室とが隣接するガルシュの家などは､部屋が連結する部分でかなり濃く(値

が大きく)なっており､視覚的広さが認識できる濃い(値の大きい)空間が帯状に広

がっていることから､隣接する部分において最も空間が広いと知覚されていること

がわかる(Type2)｡

ベルリン建築展の住居､フアンズワース邸などは､障壁や偶角部の存在により､

空間内に多様な視覚的広さをつくりだしていることがわかる(Type3)｡

※3本論ではけ308の図面上で一辺5ドットのグリッドを引き視深度の測定を行った｡
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Typel(視断面面積)

主室が基本空間の1つのように､一定の漉さで記述されるもの｡

室内のどこにいても､同じ広さが認識される｡

表トト1平面記述の分類(視断面面積Typel)

作品 慮盛者
_辛

屏蕗厨

ヒル･/lウス邸 Cイトマッヰントッシュ /タβJ アメリカ

ん-モン増∠野 ア.ンた=_ン心-モンド /タブイ β本

シュレーダー邸 ヘリットr･リートフェルト /タブイ オラ.ンクー

ダーレゲィツの貞∠紗 フルーノ･タウト /タブ♂付ツ

パウノけス教綬星宅 ワルター･グロピウス /タブ♂ 付ツ

ケァイセニ′ホーフ･ジール佑ンク J･J･P■アウト り?7 付ツ

ログェル邸l建虜住宅J リチャードノイトラ /タブタアメリカ

サケオア∠汐 ル■コルビュジェ /タブJ フラニ′ス

シュミンケ∠砂 ノlンス･ユ′セロウシ /タブg ド′ツ

マラノじルテ邸 アグルベルトリベラ ブタJ♂ イタリア

母の康' ロ/r-トベニ′デューソ メタ♂～アメリカ

ヴニァイセンホーフ′ジ｣ドルニ′ク

ノ.J.タ.アウト

シュミンケ卸

区=-5-1記述の一例(視断面面積Typel)

バウハウス教授住宅･･付録p121参照

ヴァイセンホーフ･ジードルンク･
t付録p124参照

シュミンケ邸･ -付録p135参照
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Type2(視断面面積)

主室と他の室､廊下との連結部及びその周辺が､濃く認識されるもの｡

濃度の濃いつながった空間が､通路または通路的空間と認識される｡

表ト5-2平面記述の分類(視断面面積Type2)

作品 腰嚢凍 年
ノ所産厨

オルタ 邸`/ ゲイクトル･オルタ
∃/錮♂

..づ些貨±一_r.,_¶_.ノ
オルタ魚卵兼 ゲィクトル･オルタ りβ♂ ベル羊■-

ウイリッツ フランクニqイ/∴ライト 】/タβプ

/タ♂J

アメリカ

ロビ｣-J貯 フランク･ロイドライト アメリカ

ギヤシフル邸 クリーン･アントクリーン Jタβ♂アメリカ

クーンレイ邸 フランク･ロイド･ライト /タ♂β アメリカ

シュレーダー垂壁 ヘリットr■リートフェルト Jタブすオランダ

ス∧ムメールカーデの住宅 ヨ/tンネス･ダイカー /タブイオランダ

クッ勿野 ル･コルと上ジェ /タブβ フラニノ:ス

トリスタン･ツアラ邸 ア砂フ･ロース Jタブ7 フラニノス

ガルシュの粛かユタイと室鮎 ル■コルビュジェ /タ～βフランス

メルニコフ貞邸 コシスタンデン■メルニコフ .Jタ?タ
班ぎ

ミューラー邸 ア防フ･ロース り邦 チェユスロノrヰア

ムー鍔ンのスタジオ庄宅 テオ･フアン･トサースフカ′フ りプア フランス

ガラスの康一(ダ誹.ゲス邸ノ P･シサロー&βノrイフウト /タブクフラ.ンス

シュミンケ∠野 ノl二/ス･シヤロウシ /タJJ 付ツ

′rツ勿野二好 ルパ仏フ･シニ/トラー /タブイ アメリカ

クック邸
メルニコフ魚卵

カルシュの家

ミューラ｢庶

区=-5-2記述の一例(視断面面積Type2)

クック邸‥･付録p120参照

ガルシュの家･･付録p126参照

メルニコフ自邸･･付録p127参照

ミューラー邸･･付録p129参照
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Type3(視断面面積)

主室内の各所に記述が､漉い場所と薄い場所が存在するもの｡

主室内に変化に富んだ広さが認識される｡

表ト5-3平面記述の分類(視断面面積Type3)

作■品 腰農産■ 庸複層
クラスナー邸

ヒフランク･ロイトライト
♂イiアメリカ

ルーフア一郎 ア古仏フ■ロース J郎ブ ぎオーストリア

ラ･ロッシュ=ジャンヌ山野 ル･コルビュジェ 行元 プラ.ンス

ケァイセンホーフ･ジール‰ンク /lニ/ス･シヤロウニ′ ∴タヱ†トイツ

トケーゲンルlッ/ぜ野 ミース･フア.ン■テリん･ローエ /タブβ チェコスロハー手ア

ペルリカ酪落居の庄眉 ミース･ファニ/･テル■ローエ JJト■イツ

過去些リー住宅 ル･コ〟′ビュジュ JJフランス

フ宥ソーニ邸 トフィジーニ&J･ポリーニ
Ⅶ仙⊥⊥

JJイタリア

屋旦象_【間椚 エリック･G･アスフツんンド
一

雄〃 スウェー~一､
屠水落 フランク･ロイトライト ー アタブ7アメリカ

アンタメソングの住宅 マルセル･フ臼イヤー ヨ/郎′イ羊一リス

マイレア∠砂 アルケァアアルト 喜/タブタフィユ′ラニ′ト■■

ルイス㍉ハ■ラカー淵 ルイスノl■ラガニ′ 7タ≠/ メ≠シコ

フアンズワース邸 ミース･フアン･デル･ローエ り∫β アメリカ

ガラスの産● フィリップ･ジョンソン ∈J夕方/ アメリカ

プアーグェンジャー邸 フルースガフ 巨/タき7 アメリカ

グラスナ｢即

週末の小住宅

フアンズワース塵β

図ト5-3記述の一例(視断面面積丁川e3)

グラスナ一郎t ･付録p用g参照

ベルリン建築展の住居■ ･付録p132参照
週末の小住宅･･付録p138参照

フアンズワース邸･･付録p150参照
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4-ト2視深度平均

空間の打視覚的広がりの大きさ"をあらわすこの指標の記述においては､近代住

宅作品は4つのタイプにに分類される(表4-5-4～7)｡

レーモンド自邸､ヴァイセンホーフジードルンク臥S.などの基本空間で構成された

平面は､空間の視覚的広がりの大きさが､室の中心を求心的に一番大きくなっている

なっているのに対し(Typel､2)､クック郎､ミューラー邸ではそれが崩れ､空間の視

覚的広がりの大きさに､流動性のようなものがみられる(Type3).｡トウーゲントハッ

ト邸等になると､求心性がほとんど見られなくなっており､視覚的広がりが大きい空

間が主室内の各所でみられる(Type4)｡

Typel(視深度平均)

主室が基本空間の1つのように記述されるもの｡

中心付近で一番広がりが大きく認識される｡

表ト5-4平面記述の分類(視断面面積丁川el)

作品 腰鼻豪 孝 棚

ヒルノlウス膨 C∴斤･マッ手ントッシュ J川J アメリカ

レーモシバ乱卸 アユ/∧ニシーレ一号ニ/ド /射り β本

シュレーダーJ汐 ヘリットr･リートフ土ルト
/タ2イ オランダ

ダーレゲィ典礼乱卿 フルーノ･タウト /タブβ ド′リ′

ノrウノlウス数段圧電 ワルター･グロピウス /タ′ざ ド′ツ

プァイセンホーフ･ジー/1払ンク J･J･戸･アウト Jタフ/ ド′ツ

ログェ〟′∠好鮎庄宅J リチャードノイトラ Jタ～タアメリカ

サケオア連打 ル･コルピiジェ メタブナフランス

シュミンケ邸 ノlンス･シナロウ.ン /タブJ トイツ

マラハールテ邸 アタンんベルトリベラ /タJJ イタリア

】野の慶一 ロ/r-トペンチューリ /タ♂～アメリカ

レ一号ンド貞邸

図ト5-4記述の一例(視深度平均Typel)

レーモンド自邸‥･付録pl16参照
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Type3(視深度平均)

主室と他の室､廊下とその連結部及びその周辺が濃く記述されるもの｡

空間の連結部(主室の入り口に立ったとき)において､空間の広がりが大きく認識され

る｡

表4-5-6平面記述の分類(視深度平均Type3)

作品 毒選者彦 テ年 府荏厨

オルタ貞∠野 ゲィクトル･オルタ /押♂ ベル手:一

オルタ貞邸三好 ゲィクトル･オルタ Ⅰ/タβ♂ペ〟.ギー

グラスナ一座L】山仙山
.フランク･ロイトライト

1′銅イ アメリカ

ロビー邸 垂フランク･ロイトライト
一り銅

アメリカ

ギヤシカん邸 】tララニラ~:テント･･･グリーン 7錮ざ アメリカ

ターンレイ邸 !フランク･ロイドライト ヨ ブタ銅 アメリカ

ルーフア一郎 ア/･刀.フ･ロース メタ/プ オーストリア

ラ･ロッシュ=ジセンタ山野 ル･コルビ上ニンェ /タ?J フランス

シュレーダニ邸壁 ヘリットr･リート知人
ゝ

メタブイオラニ′ダ

ス′ムメールカーデの住宅 ヨ/lンネス･ダイカー /タブJ オランダ

クッ勿田 ル:コルビュジェ /タ2β フランヌ

トリスタシザアラ邸 ア〃仏フィコース Jタ?7 フランス

ガルシュの虜£′ユタイ淵j ル･コルビュジェ メタクβフラニ′:ス

メルニコフ貞邸 コシスタニ′チ.ン･メルニコフ /タ～タン膚

ミューラー｣財 ア/く払フ･`コーノス /タブ♂ チェコスロノr手ア

ムー鍔ン(クスタジオ 専 テオ･フアン斗サースフルフ =り/ フランス

ガラスの粛伊ルゲス｣紗ノ P･ニ′サロー&β-ノrイフウト /タブ? フランス

シュミンケ≠砂j好 パンヌ･シヤロウニ′ 川ブタ 付ツ

ハ■ッ勿炒 ルトルフ･シュ小ラー ブタブイアメリカ

題束の〟l倉専 ル･コルビュジェ /タブJ フランス

慮水題■ フラ.ンク･ロイドライト /タブ/ アメリカ

アングメソングの経書 マルセル･フbイヤー /タブ7 イ羊■リス

マイレア邸 アルケァ･アアルト
【 /タJタ フイ.ンラニ′ド

ルイスノrラガン紗 ルイスノrラガ.ン J銅7 メ手ニ′コ

ミューラ1野

鵬

図ト5-6記述の一例(視深度平均Type3)

※は室内の可動壁を開けた場合

クック邸･･付録p128参照

ミューラー邸t ･付録p129参照
落水送‥･付録p141参照

- 44 -



第4章近代住宅作品の平面記述

Type4(視深度平均)

主室内の各所に記述が濃い場所と薄い場所が存在するもの｡

主室内で変化に富んだ空間の浸こがりが認識できる｡

表卜5-7平面記述の分類(視深度平均 丁ぎPeヰ1

フアンズワース邸

ジャウル

フアンスーワース

プアーヴュシシヤー

打〃プ豆ユズロ/lJ手ア
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t■ ■~■-■~■■■■■■■-~-一■■■･■一一■■--~-､-~~~--▲~-~~~■~一▲

錯▲=トイツ

一山山一一山･一-∵一課妄言空手㌃叫てて音字訂テフラ方
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ニーーニ_二_.:三∴
■_▼.⊥三旦三三_j_壬±姓

､}.,押印.れ■′トミニ星▼二三空之貨及.,u二望=旦劇椚.m▲
仙_帽_】_.-∧..】..-⊥主二三L∴Zどょ二芝生)二空二蔓_一.山一▲L.】

二二±莞迂蓋笠麦二二
.･ミ=て:?･_:ゴーL

こトニ‖

_

‥･ニ′rl-′iて.∵二∵-

･･･
;

■~ -一-~■■~■■~!ミl一ス･ファニ′･テ■/lr.･｣コー_=

椚ス カフ

トウ】ケユノトハット却

カラスの豪' ジャウノ緑野

図巨5-7記述の一例f視深度平均Type4き

トウーゲントハット邸･･付録p130参照

ガラスの家- ･付録p151参照
ジャウル家･･付録p152参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

ト5-3視深度標準偏差

空間の視覚的ばらつきをあらわすこの指標の記述では､値が小さい箇所ほど広が

りのばらつきが小さくなっている｡つまり､値が小さくなればなるほど(黒の濃度が

薄くなればなるほど)､空間に視覚的纏まりがあると考えることができる｡この空間

の視覚的纏まりという点から､視深度標準偏差の平面記述を考察すると､近代住宅

作品は､視深度平均と同様に4つのタイプに分類される懐卜5-8～11)｡

この指標より､一つの空間内に寝室､リビング､ダイニング､バスなどが入るコア

ブロックがあり､要素的には同様な空間構成を見せるガラスの家(Type2)とフアンズ

ワース邸(Type4)は､フアンズワース邸では視覚的纏まりがあちこちでみられる空間

であるのに対して､ガラスの家は障壁により2つの視覚的纏まりをもつ空間であると

いえる｡

Typel(視深度標準偏差)

主室が基本空間の1つのように記述されるもの｡

中心付近で一番空間の纏まりが認識される｡

表ト5-8平面記述の分類ほ昆深度標準偏差Typel)

作品 慮鼻家 年 欄

と〟′ノlウス邸 C･斤-マッ≠.ントッユ′ユ /射け アメリカ

レーモン僧J紗 アン∧=.ン･レーモニ/ド Jタ∫イ 見本

シュレーダー塵7 ヘリットトリート知人 /タブイオラ.ンダ

ダーレゲイリノの身邸 フルーノ･タウト /タブ∫付ツ

バクノlウス教授住専 ワルター･グロとワス 丹〃 ハイツ

プァイセンホーフ･ジー〟レンク J■J･P･アウト Jタブ7 材ツ

ロケエルゴ汐鮎産毛j リチャードノイトラ /タ?タ アメリカ

サウオア邸 〟.･コ〟′とニュジヱ ‖けJ フランス

シュミン畑 ノlンス･シナロウニ′ /タタブド′ツ

忍者の〟り箸宅 ル･コルと上ジェ りJJ フラン:ス

マラ/rルテ邸 アタカ.ベルトリベラ /飢柑 イタリア

皮の粛 ⊂レr-トベンチューリ り〃 アメリカ

･･-･-■一丁こ■'零卜母の家

シュレーダ1野

図ト5-8記述の一例(視深度標準偏差丁川el)

シュレーダー邸･･付録pl17参照

母の家■
■付録p154参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type2(視深度標準偏差)

主塞が基本空間の1つのように記述されるもの｡

主室と他の室､主室と通路などとつながっているが､主室は基本空間のように纏まりが

認識される｡

表ヰー5-9平面記述の分類ほ見深度標準偏差丁川e2】

作品 慮妥彦 年 ■生 冒

ウイリッ班野 フランク･ロイ/∴ライト /射け アメリカ

クーンレイ邸 フランク･ロイトライト J邦β アメリカ

ロと㌧一邸 フランク･ロイトライト /飢柑 アメリカ

ギヤンス仏 クリーンアントクリーン /錮β アメリカ

フランスラ･ロッシュニジャンヌレ∠紗 ル･コルビュジェ り〃

ケァイセユノホーフ･ジー捗ンク ノlンス･シヤロウシ /タブ7 トイツ

ガルシュの虜■£′ユタイン盛り ル･コルと上ジ亭 /タブβフランス

屠水井 フランク･ロイトライト /タブ7アメリカ

ルイス･′rラガ六軒 ルイスノl′ラガン ′タイ7メ手シコ

ガラスの康■ フィリップtジまンソン =け/ アメリカ

.ガルシュ(か家

.ガラスの家-

図トト9記述の一例(視深度標準偏差Type2)

ロビー邸･･付録pl川参照

ガルシュの家･･付録p126参照

ガラスの家･･付録p151参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type3(視深度標準偏差)

主室と他の室､廊下とその連結部及びその周辺が､薄く記述されるもの｡

空間の連結部から主室の申まで､纏まりが認識できる空間がつながっている｡

表卜5一川平面記述の分類(視深度標準偏差Type3)

作品 慮署衷■ 棚

オルタ虔邸 ヨゲィクトル･オルタ 銅 …ベルギー

グラスナ一郎 5フランク･ロイ/∴ライト
.り銅

アメリカ

ス仏メールカーデの庄■宅 ヨハンネス･ダイカー
弓 アクタすiオランダ

クッ勿野 ルーコ〟′ヒ上シヱ ⊇/タ2β フランス

とリスクン･ツ芝妻邸.鼻._▲仙u..一仙一二.=....(_∵.._.ア_〃キ.ア･ロー∵ス

._.才一,､､､i一;.-(旦～,7b-ラー邸 ,ア/ルフ･ロ紳ス
りj♂

フラニ′:ス

チェコスロノr手ア

ムー左ンのスタジオ庄専 一テオ■フアン■ドナースフルフ /タブJ フラニノ:ス

シュミンク甥鋸好 ノl.ンス ′シヤ∠コウニ/ /タJJ ド′ツ

/rツ勿紗 ルトルフ･シとトラー j/タブすアメリカ

アングメソングの庄′曳 マルセル･フbイヤー 5/タブ7 イギリス

プアーヴュシシヤー邸 フルーヌガフ ヨJ郎7 アメリカ
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type4(視深度標準偏差)

主室内の各所に､記述が濃い場所と薄い場所が存在するもの｡

主室内で変化に富んだ空間の纏まりが認識できる｡

表ト5-=平面記述の分類(視深度標準偏差丁押eヰ)

作品 慮英彦 年 靡錮

オルタ貞邸j好 ゲィクトール･オルタ りββペル羊◆-
ルーフア一郎 ア郁フ･`コース /タ/′ オーストリア

シュレーダ｢邸 ヘリットr･ソートフ土ルト ノダブイオランダ

主星と二芝二邸壁 ヘリットr･ソートフェルト J～ノ オランダ
元ニココ脅邸 コシスタンチン■メルニコフ /タ～タ勇著

ト之二乞之旦.し芝..埋叫_..】山一._▲_～..▲_.,.....-】...､,_▼.ミース･ファニ/･デル･ローエ りJ♂ チェコスて〃｢≠ア

ベルソニ貞塾露屏の庄居 こ-ス･フアンフール･`コーヱ りJJ ドイツ

ガラスの慶 ルゲス邸 P･シヤロー&βノl■ィフウト Jタブ?
~ ヽ

フ√ジーニ∠野 L･フィジーニ&J･ポリーニ /射け イタリア
身の彦 エリック･G･アスフ勿.ンド /タJ7 スウェーデニ/

マイレア｣紗 アルケァ･アアルト /タJタ フィニ′ラ.ン∧一

フアンズワース邸 ミースプア.ン･デル･ローエ 丹Jβ アメリカ
ジャウル∠好 ル･コ〟.とニュジェ /タブざフラニノス

オルタ鰍

ファニノーズワース卿

シュレーダ･｢鰍

妄【妄妄享___-毒
ジャウノ以好

好依室内の可動璧あ野げた場合

図卜5-11記述の一例(視深度標準偏差Type4)

※は室内の可動壁を開けた場合

オルタ自邸･･付録plO4参照

シュレーダー邸･･付録pl17参照

フアンズワース邸･･付録p150参照

ジャウル邸･･付録p152参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

4-ト4最大視深度差

空間の視覚的奥行きの変化をあらわすこの指標では､値が大きいところでは視線

の方向によって､空間が大きく変化することを示している｡この点からこの平面記

述を考察すると､近代住宅作品は､5つのタイプに分類される(表4-5-12～16)｡

この指標より､ウイリヅツ邸(Type5)などのように､単位空間が直接連結された

ところでは､視線の方向によっては室内に急激に視環境が変化する(節目を与えてい

る)空間が存在していることがうかがえる｡

また､同じタイプに分類されるフアンズワース邸(Type5)のコアブロックについ

ている小さな壁が､空間に明確な節目を与えていることがわかる｡

Typel(最大視深度差)

主塞が基本空間の1つのように記述されるもの｡

中心付近で一番空間が均質と認識される｡

表ト5-12平面記述の分類(最大視深度差Typel)

作品 厳粛 年 原産国

ヒルノlウス邸 C･斤･マッ手.ントッエ′ユ ノダ♂Jアメリカ

レーモシバ熱か アン人=.ン･レーモンド /射り 葺本

シュレーダー｣紗 ヘリットr･リートフェルト り〃 オランダ

ダーレク■ィヮノの葺邸 フルーノタウト /タ〃 〝ツ

/l■ウハウス鍬瘡庄宅 ワルター･グロとワス メタクβ付ツ

プァイセンホープ･ジー/1払ンク J･J･P･アウト り～7 付ツ

ログエルガ感度庄宅ノ リチャードノイトラ 用ブタ アメリカ

サブケア邸 ル･コルと上ジェ /タJ/ フラン:ス

シュミンケj野 ノlニ/ス･シヤロウシ JタブJ ド′ツ

マラノrルテj砂 アタカ.ベルトリベラ /タブ♂イタリア

母の虞 ロノr-トペンチューソ /タ∂クアメリカ

サウオプ瑠仔

図卜十12記述の一例(視深度最大視深度差Type=

サヴオア邸■ ･付録p133参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type2(最大視深度差)

主室が基本空間の1つのように記述されるもの｡

主室と他の室､主室と通路などが繋がっているが､基本空間のように均質さが認識され

る｡

表巨5-13平面記述の分類く最大視深度差†押e2)

作■品
.慮秀彦

≦牟 所産虜

ロと㌧一腰7 フランク■ロイト∴ライ∧ /タββ アメリカ
ラ･ロッシュ=ジャンヌレ邸 ル,コルヒニュジェ プJ lフランス

フィジーニ∠野 L･フィニンーニ&J･ポリーニ /タブJ イタリア
ガラスの産' フィリツァージョンソン 巨/タメ/ アメリカ

ロビー庶

ラ･亡7ツエ′ユジャニ/ヌ山野

区=-5-13記述の一例(視深度最大視深度差下ype2)

ロビー邸･･付録pl用参照

ラ･ロッシュジャンヌレ郎･･付要素pl】5参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type3(最大視深度差)

主室と他の室､廊下との連結部及びその周辺が薄く記述されるもの｡

空間の連結部から主室の中まで､均質さが認識できる空間が繋がっている｡

表ト5-14平面記述の分類(最大視深度差Type3)

オルタ身邸 ゲィクトル･オルタ ∃J紺♂ベル羊▲-

シュレーダー j好 ヘリットr■リートフェルト
用〃 オランダ

トリスタン･ツアラ邸 ア柑レフ･ロース 丹〃 フランス

ミューラーJ砂 アパ仏フ･ロース /タブ♂ チェコスロノr手ア

ムードンのスタジオ住宅 テオ･フアン･朽-スフルフ りJ/ フラニ/ニス

オソレタ劇

トリスタニ/ツアラ土田

シュレーク瀾

ムードン広しスタジオ庄宅

図トト14記述の一例(視深度最大視深度差Type3)

※は室内の可動壁を開けた場合

オルタ自邸‥･付録p川4参照

シュレーダー邸･･付録pl17参照

トリスタン･ツアラ邸･･付録p122参照

ムードンのスタジオ住宅･･付録p131参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type4(最大視深度差)

主室内の各所に記述が濃い場所と薄い場所が存在するもの｡

主室内の各所に均質な空間が認識できる｡

表ト5-15平面記述の分類(最大視深度差Type4)

作品 厳粛
1年

屏産屠
ルーフアー邸 ア〃仏フ■ロース ′タ/?オーストリア
クッ角田 ル･ユ仏と1ジヱ り〃 フランス
トクーゲンルlツ∧釘 ミース･フアン･テ1〃.･ローエ JタJ♂チェコスロノr手ア
ガラスの彦汐ルゲス邸j P･シヤロー&β･パイプウト /タブ′フランス
週末の小圧電 〟′･コルヒニュジェ Jタむ フランス
身の慶 エリック■Gアスフ諏.ンド =け7 スウェーデン
農水産 フランク･ロイトライト り〃 アメリカ
アンタメリンク■の庄■d マルセル･フbイヤー /タフ/ イギリス

マイレア邸 アルケァ･アア〟.ト り〃 フィンランド
プアーヴュシシヤー∠紗 フルース･ガフ /タぎ7 アメリカ

ルーフア｢卿

ガラスの家イクルサス月抄

図トト15記述の一例(視深度最大視深度差Type4)

ルーフア一郎･･付録pl14参照

ガラスの家(ダルザス邸卜
･付録p134参照

アングメリンの住宅･･付録p143参照
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第4章近代住宅作品の平面記述

Type5(最大視深度差)

主室内の各所に記述が濃い場所と薄い場所が存在するもの｡

主室内に急激に空間の均質さが失われる場所が存在するもの｡

表4-ト16平面記述の分類(最大視深度差Type5)

作品 腰象 牢 原産厨

オルタ身邸兼 ゲィクトル･オルタ /銅β ベルギー

ウイリッツ フランク･ロイド･ライト /銅～ アメ迦
グラスナー邸 フランク･ロイトライト り銅 アメリカ

半`ヤシフル邸 グリーン■アントグリーン 丹掴 アメリカ

クーンレイ邸 フランク･ロイド･ライト り銅 アメリカ

ス仏メールカーデの庄豊 ヨ/lンネス･ダイカー /タブイオランダ

ケァイセンホーフ･ジー槻′ンク /lンス■シヤロウシ /タブ7 ハイツ

ガルシュの慶£′ユタイ適齢 ル･コルビュジェ 月〃 フランス

メルニコフ身邸 コシスタシテン･メ〟′ニコフ り〃 班夢

ベルリン軽症屠の住居 ミース･フアン･デル･ローエ /タJJ 押ツ

シュミンケ邸蔀 /lンス･シヤロウシ り〃 杓′ツ

ハ■ッ勿野 〟.′胡′フ･シニ′声ラー 丹〃 アメリカ

ルイス･パラガ淵 ルイス･/rラガン 丹〃 メ≠シコ

フアンズワース邸 ミースフアン･デカ′■ローエ /タJβ アメリカ

ジャウル∠汐 ル･コ〟.と上ジェ 丹〃 フランス

ウイリッ明野

区=-卜用記述の一例(視深度最大視深度差Type5)

※は室内の可動壁を開けた場合

ウイリッツ邸･･付録p川5参照
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ト6視深度から見た近代住宅作品の主室の位置づけ

ここで､これまでの平面記述の分類の結果を考察した上で､視深度による近代住宅作

品の主室の平面評価への指標となることを前提において､各指標の性格を位置づける｡

本章で使用した4つの指標において､視断面面積とは平面内のある位置から見渡すこ

との出来る面積､つまり広さであり､視深度平均とはその位置から見渡すことの出来る

距離の平均値､つまりその位置における空間の視覚的な広がりの大きさを示すことか

ら､この2指標は空間の視覚的広さの変化度に関する指標であると考えられる｡■さらに

基本空間の平面記述から明らかなように､視断面面積が平面内のどの位置においても変

化がない場合でも､視深度平均は位置によって変化していることから､視深度平均は視

断面面積の副次的な関係と設定する｡

また､視深度標準偏差とは､ある位置から見渡すことのできる距離の纏まりの度合

いを示しており､最大視深度差とは､その纏まりの中での特異な点である最大値と最

小値の差であるので､この2指標は空間の視覚的環境の変化度に関する指標であると

考えられ､最大視深度差は視深度標準偏差の副次的な関係であると設定する｡

こうした設定の結果､各指標における分類の意味は､図卜6-1のように階層化され

る｡

この設定をもとに､縦軸に視覚的広さの変化度､横軸に空間の視覚的環境の変化

度をと,り.､.各住宅作品をプロットした結果が図4-6-2である｡

･こ-こでトヤーゲンハット邸､ベルリン建築展の住居などのミースの住宅作品の主

室が視覚的広さ､空間の視覚的変化の両面において変化の大きいとこ.ろにプロット

されている｡また､コルビジェの住宅作品の主室は比較的視覚的広さの変化が大き

く､空間の視覚的環境の変化は小さい傾向にあり､ライトの住宅作品の主室は視覚

的広さの変化度､空間の視覚的環境の変化度ともそれほど大きくない傾向があるこ

とが分かる｡
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図ト6-1変化度の大小関係
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図ト6-2視深度による近代住宅作品の主室の分布

- 56 -



第4章近代住宅作品め平面記述

4｢7近代建築評論から見た視深度によ■る平面記述∫

近代建築評論では､各建築家及び建築作品どうしを歴史的に位置づけるために､イデ

オロギ⊥と●の関連や､建築家どうしの影響関係が述べられている9

ここでは､研究対象作品選定に利用した文献から､建築家と各住宅作品どうしの影響

関係を調べ､視深度による平面記述との対応を考察する｡

トト1建築家どうしの影響関係

ル･コルビュジェは､アドルフ･ロースから思想的な面で影響を受けている｡コルビュ

ジェが与えた影響は広範囲に指摘されており､特にG･T･リ｣トフェルト､T･F･

ドゥースブルフ(新造形主義)､'R･フィジーニ&J･ポリーニ(イタリア合理主義)､P･

シヤロー&Btバイフウト恰痙的表現主義)､R･バラガン(地域的合理主義)､A･アア

ルト(有機的合理主義)､ミースtV･D･ローエ(古典主義的合理主義)とイデオロギーの

枠を超え考影響が指摘される｡また､■ジャウル邸はコルビュジェ後期の代表作で､それ

までのル･コルビュジェの作風から｢転してレンガを使い､風土的な材料を用いても合

理主義的建築が達成されることを証明した｡この時期のコルビュジェから､ポストモダ

ン初期に位置する.R･ヴェンチエーリの母の家が影響を受けている｡

F･L･ライトは､その独創性ゆえ､ライト独自の｢有機的表現主義｣を形成しており､

他の建築家に与えた影響力は強い0その直接の弟子であるA･レーモン.ドの他､Rリイ

トラ､R･シンドラー､近代建築の代表的作家であるミース･V･D･ローエ､W･グロピ

ウスへの影響が見られ､コルビュジェにさえ若干の影響を与えている｡

ミース暮Ⅴ･D･ローエは｢古典主義｣の影響が非常に強いが､｢有機軌なライトから影響

を受けているのが特徴である｡P･ジョンソンのガラスの家は､ジョンソンがミースの

影響下にあることを示している｡

A･アアルトは､E･G･アスプルンドからの影響が顕著であるが､他にもオランダの

｢合理主義｣から影響を受けている｡これをr地域主義｣と融合させることによって､より

高次のレベルの作品を実現させてi､る｡

T･F･ドゥースブルフ拭作品数は少ないが､｢新造形主義｣を代表する建築家であり､
｢合理主義｣に明白な影響を与えて-いる｡

W･グロピウスは､一般的に近代合理主義の祖と位置づけられるが､他のイデオセギー

からの影響が大きい｡r有機的建築｣のF･L･ライト､｢新造形主義｣のT･F･ドゥースブル

フ､G･T･リ｢トフェルト､表現主義に屈するB･タウトなどから影響を受けている｡

また､特に影響関係は指摘されていないが､V･オルタは｢アール･ヌーボー｣中心人物､

C･R･マッキントッシュは｢アーツ&クラフツ｣の流れを汲むrグラスコ一派J､グリーン

&グリーンは､アメリカの風土に根ざしたr有機的表現主義｣､C･メルニ±フは｢ロシア
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構成主義｣､Y･ダイカーは｢新造形主義Jに属するがライトからの影響が見られ､H･シヤ

ロウンは｢合理的表現主義｣､A･リベラは｢イタリア合理主義｣､M･ブロイヤーはバウハ

ウスをその源流に持つr合理主義J､B･.ガフは｢地域的象徴主義｣に位置づけられる(図ト

7-1)｡

トト2視深度による平面記述との考察

フラニ/ク･`コイド･ライト

アドルフ･`コー.ス

｣
_十

ノ.JAアウト. ノレコノんビュニシ土

/
′

･＼＼

/
ヽヽ

ヘリットトリートフェノんト

ルイジ･フィジーニβシソ･ポリーニ

と:=-ノレシナ(コー

`コノーーと･ペンチューリ

ア.ント.=-･レーモニ/ド

ノレ古仏フ･シンドラー

J仁､
リチャード･ノイトラ

ゝワルター

＼

∴+■ぺ

テオ･フアン･ドゥースニ7ルフ

ミース･ファニ/･テシレ`コ｢コ⊂

フルーノ･タウト

ルイス･ノーラカシ フイリッフ1ジ盲ンソン

ァルプァ･アールトく一一一一一一--エリック･β･アスフルンド

図トト1建築家どうしの影響関係

以上の影響関係と視深度による平面記述の分類を比較してみると､本研究では主

室のみを研究対象とし､また建築家1人1作品であるためか､イデオロギーによる

分類上の差異は近代中期の作品にはさほど見られない｡

しかし､近代前期のライトなどの作品が､両変化ともさほど大きくないのに対し､

後期の新造形主義のミースや有機的合理主義のE･G･アスプルンド､A･アアルトな

どは両変化とも大きくなっている｡

∴また､対象作品数が多いライト､ロース､■コルビュジェから､ロースとライトが

コルビュジェに与えた影響関係が伺える｡
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視深度による建築平面評価の可能性を探るために､近代建築を代表する住宅作品

の主室を中心に､視深度を測定し､その平面上の記述を試み､平面図や写真などを

を一見しただけでは分からない空間の視覚に関する情報が数学的な､また平面記述

的な指標として提示された｡ここで取り上げた､視断面面積､視深度平均､視深度

･標準偏差､最大視深度差は､前2者は空間の視覚的広がり､後2者は視覚的環境を
判断する指標として､ある程度有効であると思われる｡

上記各指標平面記述の分類を考察した結果､一見類似の平面構成を見せる住宅が

視深度の上では異なる分類に属すること､また類似の概念における指標でもその分

類の作品構成がふなり異なるものになること､さらに建築としては類似の平面で

あっても､その内部に簡単なパーティションのような移動壁がある場合とない場合

で､視深度的評価がまったく異なることなどの結果から､視深度の平面記述から､

言葉では表現しにくい平面上の差異が具体的な指標として明確化されていることが

分かる｡

ここでは､まだ視深度の記述からの近代建築史の再評価というところまでは至って

いないが､いくつかの指標を頼りにして､これまでの機能論や構造あるいは素材ある

いはエ業生産論などとは異なる視点での､視覚という観点からの建築評価への可能性

は開けていると思われる｡
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心曹量による平面記述
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第5章心理量による平面記述

第3車において､正方形､円形､正方形平面の中に柱が立っている場合などの単純な

平面図にこでは基本平面と称する)を対象とし(図5-1)､視深度グラフとその指標の平

面記述を行い､さらに近代住宅作品の平面について視深度による平面評価を行った｡

本章では､この視深度という概念による平面評価の具体的な可能性を探るための｢つ

の方法として､第3章で視深度を測定した基本的な平面空間の平面記述の結果と､その

平面空間内における心理実験から得られる平面記述の結果を比較考察し､視深度の各指

標の持つ意味と､心理実験による結果の心理的意味を検証することで､視深度による評

価手法を一歩前進させることを目的とする｡

5-2研究方法

1.本論では心理実験を行う建築空間として､模型空間を使用するため､模型空間と実

際の建築空間に違和感がないようにシミュレーション装置を設定する｡

2.SD法による心理実験を行うための形容詞対を選出し､予備実験を行って本実験に

使用する形容詞対を決定する｡

3.得られた実験データを主因子分析法により分析する｡

4.主因子分析より得られた軸毎に前稿までに提案した視深度の平面記述と同様の方法

で平面記述を行う｡

5.視深度の各指標による平面記述と心理畳による平面記述を比較考察する｡

6.視深度の各指標により解析された値と､心理実験により得られた結果について相関

分析を行ない､視深度の各指標の持つ意味と心理的意味合いとの検証を行なう｡

脚野 間
.≡角形

長方形 直角出曙 曲馳狩

∵
脚 角柱7本

十十イ ◆､.～÷⊥★十ヰナ､ヾ+上+～一叫÷+

甲田口自由I申?ロー-⊂･-扇ム甲口口中口桓昭一

鮨4本 職7本 髄4本

区=-1対象平面

● ●

● ●
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ト3実験方法

本章では､視深度を測定した地点毎

にSD法による心理実験を行う｡しか

し､現実の建築空間内において､連続

的に建築内部空間の変化を被験者に提

示するのは困難である上に､実際の空

間を被験者に提示するということは､

視深度という概念では扱っていない情

報の影響が大きいと考えられる｡さら

に､複数の被験者に対して均一な条件

の下で実験を行うため､対象の物的構

成要素を自由に制御することが可能

で､均一の条件下で実験を行うことが

可能な模型空間である､模型空間知覚

評価メディアを使用して評価実験を行

う※｡

またこSD法による心理実験を行う

上で､建築空間を言語として説明する

表現､評価する尺度として､28形容

表5-3-1評定尺度

〟β. 評.若月度

口 虜新帝な■一 不虜則な

プ
l

窟躇な一崖紹な

田 対称な - 非対称な

日
.空厨が一体である -.空ノ野が一体ぞない

J J狩るい
一 時い

田 奥行きのある 一 兵行きのない

田 非β常βクな - β芳郎な

β 直線的な 一 曲廊曹な

田 広い 一 狭い

川 j富ち着きがない 一 彦ち着きのある

四 二遠近感のある
一 題麿感のない

/ク 不快な
一 揆遜な

り 顔↓みやすい -

ニ扮しみ/こ¢l

月･ 変化の多い 一 変化の少ない

り
.束縛された

-

貞由な

田
.空ノ野が頗きそうな

一 空ノ野が遷切れそうな

田 富圧な 一 潜伏な

/β 新帝な - あクきたクな

I

.空ノ野が多い
-.空一間が少ない

クβ.･ 囲まれた
-

ノ好か一ゎた

.プ/,
位置が分かクに¢t 一 位置が分かクやすい

詞対尺度を収集し､予備実験を経て21形容詞対尺度を選定した(表5-3-1)｡

ト3-1実験装置の概要

実験装置である空間知覚評価メディア(以下シミュレータ)は､昭和62年から平成7

年までに､松本ら文3ト40によって開発･改良した､縮尺模型空間を移動しながら自由に

統察することのできる装置で､模型空間を超小型TVカメラでとらえ､その画像をVT

R録画し編集したものを､TVモニターを通して観察者に提示するものである｡

その装置は全体を支え動かす制御部､模型空間を撮影しそれを映像として記録する映

像部､そして提示対象空間である模型部より構成されており､シミュレータ本体の躯体

は､L字鋼で組んだ直方体フレームで､上部に平行移動軸に支えられた台車を設けてい

る｡その中央から下方に水平回転軸が伸び､その先端に超小型TVカメラを取り付けて

いる(図5-3-1)｡

シミュレータの主な特徴は以下の通りである｡

･観察者が簡単な操作で模型空間を自由に観察することができる｡

※理論的には視深度の測定点は平面上の全ての点を取るが,本研究ではデータ処理の都合ある程

度の大きさに平面を分割して視深度を測定している｡心理実験における被験者の負担を考え本

論では正方形平面で縦,横方向とも9分割で研究を進める｡また,撮影において平面が平面の

中心点に対し点対称の場合は,その平面の1/4の部分でのみ撮影を行った｡
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鷹影した喫療をm配慮画し､編集した

ものを劇鉾酎こ見せ､/己嘲幹を行う

一
.
し
.
.
･
･
･
/

1
/
t
l
､

′
.
し
丁
′ リ
ー
J

｢
ノ
1
㌧
/

/基‥リェ

区=-3-1実験装置の概要

･超小型TVカメラは､コンピュータ制御によって前後･左右の水平移動､上下移動､

水平､･垂直回転の5自由度をもち､縮尺模型空間内を自由に観察することができる｡

･統察動作をデータとしてコンピュータの外部記憶装置(フロッピー≠ィスク~など)に記
録･再現できる｡

･センサーを利用し､地面の起伏に対し自動的に超小型TVカメラの高さを一定に保っ

たり､模型などへの衝突を事前に回避することができる｡

･シミュレータの動作と人間の動作の整合性を実現している｡
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ト3-4実験結果の考察

SD法による心理実験より得られたデータに対して､主因子分析を行った｡その分析

の結果､3因子軸が得られた｡表5-3-4は､各評価尺度の因子負荷量を示したもめであ

る｡

第Ⅰ因子軸は､｢変化の多い一変化の少ない｣｢空間が多い一空間が少ない｣｢空間が一体

である一空間が一体でない｣に高い負荷をもつ『単純一視雑』､第ⅠⅠ因子軸は､｢親しみや

すい一親しみにくい｣r不快な一快適な｣｢束縛された一自由な｣に高い負荷をもつ『不快

一快適』､第ⅠⅠⅠ因子軸は､｢直線的な一曲線的な｣に高い負荷をもつ『直線一曲線』とそれ

ぞれ命名する｡

表卜3-2因子負荷量

〃0 評点1尺度･ 厨子負荷廣

/･ 田
_

〟/

′ 変化の多い 一 変化の少ない ♂.タブβ/イ ♂./βタイプ ♂.♂イブ♂7

田 雪上問が多い 一 空ノ閤が少ない ♂.タブタイβ
ー♂.ββク♂ク

♂./イ/クβ

川 空上野が筋きそうな
一 望上野が遷切わそうな ♂.タブイ/♂ ー♂.βJJ7β β.♂タ♂クβ

ク 窟辟な -

_乱掘な
♂.タブ♂タイ ♂./プβ♂♂

一β.♂タブイ/

/β 劇的な - あクき丘クな ♂.♂ブタβ7 ♂.J7β♂ク ー♂./♂J/ク

ロ 奥行きのある
一

兵行きのない ♂.7〃'〃 一♂.イブ♂♂タ
β.イ//Jβ

Ⅶ 運慶感■のある
一

題麿感のない ♂.7ブタタブ ′-β.ブタβ/♂ ♂イ7〃J

田
.対称な

⊥ 非対称な -♂ノイβイイ -β.♂♂イ/♂ ♂.タブタイイ

J 上野るい - 好い
-♂.7〃ブタ -♂.♂/すクJ -♂.イ♂タブ7

口 虜動的な
一

不虜則な -♂.銅≠錯 -♂.βJ/Jβ
♂.封甘〃

ロ 空一問が一体である -･空厨が一体でない -♂.タメタブ♂ -♂./β/7J -♂.♂7Jフグ

四 不快な
一 決虜な β.川イβ/ ♂.タ～イJ♂ ♂.♂J7Jク

/J
.有絆された

一

貞由な -β.β7ブダイ ♂.♂ββク♂ ♂.川イ♂J

川 落ち着きがない 一 彦ち着きのある ♂.ク♂タ7ク ♂ノ♂// -♂.♂ク♂〃芦

四 囲まわた -

ノ野かれた ー♂.イタブク♂ ♂.7♂♂J/ ー♂.//J7β

同 非β官的な - β官的な ♂.ク♂ブタ7 ♂.♂βJ♂7 -♂.イ♂J用

田 畳圧な 一 彦挟な ♂.Jβ/ブタ ♂.♂7Jり ♂.J7♂JJ

ク/ 位置が分かクにαl一 位置が分かクやすい β.銅甘〃 ♂.♂ブイタ7
-♂.イイJ♂/

田 広■い 一

狭い ♂./ク♂ブタ
-♂.7βイβす

♂.ク♂クβ/

り 超しみや㌻い
一

朗しみにαl ー♂.銅甘〃 -♂.タブβ♂β -♂.♂♂ブタJ

田 直線郎な
一

曲綬βクな -♂.♂/イβ♂ β.♂//〃 ♂.β7/77

厨斉藤 J.JJJ7J ク.銅77イ /.タブ7JJ

寄与率%ノ ク♂./♂タ♂/ /7.タJ7ク7 7.イブββ7

眉冴寄与率%ノ ク♂.川タ♂/ Jβ./クβクβ イJ.JざJ/J
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これらのことから､柱と壁の数､空間の形状､柱と壁の配置状態などの関係によって

心理的な評価が変化することが確認され､3つの心理量による平面記述を行うための指

標が決定される(表ト3-5)｡

表卜3-3 因子解釈

封 ｣野子名 中/小牧暦味 厨子寄与

口彦■茸-.乱掘 変化の多8ト変化の少ない 劇的段-あクきたクな遠近感のある一題茸感のない ♂.♂クβJ7

四 不快一炊刀__ 不快な一炊適な j富ち葺きがない-j富ち着きのある
一斉j哲きれた一身由な

J.ク〃♂イ

〟 塵一皮一成ほ 厨綬的な一曲虔的な J.JJ〃J

5-4心理実験による平面記述

本章の目的である視深度による平面記述と｣心理量との比較考察を行うために､模型

実験から得られた結果全体を一度に表すには何らかの変換を行う必要がある｡＼･

そこで本章では､主因子分析法から得られた各測定位置の各因子軸ごとの因子得点を

代表値とし､その値を各因子軸ごとに平面図上の各測定位置に黒の濃淡としてあらわす

ことによって平面記述を行う｡

また､因子軸にはそれぞれ対となる言葉があることから､作成した各因子軸毎の平面

記述の色相を反転させた心理畳による平面記述を作成し､それも併せて視深度の平面記

述との比較考察を次頁以降で行っている｡
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トト1正方形

視深度平均と単純さ､曲

線さが､視深度標準偏差

と最大視深度差が複雑さ､

直線さと､それぞれ類似

した様子を見せるが､視

深度による記述と心理量

摘碁

による記述の対応関係は

見られない｡

また､正方形平面では快適さが余り位

置に関係ないことがわかる｡

トト2円形

視深度平均と曲線さ､

不快さが､視深度標準偏

差と最大視深度差が複雑

さ､快適さ､直線さとそれ

ぞれ類似した様子を見せ

るが､正方形平面と同様､

視深度と心理量の対応関

係は見られない｡

不捌 不芸脚さ猷庇

護符さ 不快さ 塵絆さ

図5-ト1正方形

胡妙招耐 脚 胡潔醐

彿繹富 不快さ 盛瞼さ

図トト2円形
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5一卜3≡角形

視深度平均と単純さが

類似した様子を見せる｡

視深度標準偏差､最大視

深度差と複雑さがやや類

似した様子を見せるが､

正方形平面と同様､視深

度と心理量の対応関係は

見られない｡

5-4-4長方形

視深度平均と単純さ､

曲線さが､視深度標準偏

差､最大視深度差と直線

さが顆似した様子を見せ

るが､正方形平面と同様､

視深度と心理畳の対応関

戸戸

虔方形

脚謝苦

係は見られない｡また､正

方形平面と同様に､快適さがあまり位置

に関係ないことがわかる｡

麒/啓一平:Jウ 胡胴

僻さ 不放さ 慮】唆さ

御感噺滞

村≒時点赦

図5-ト3三角形

裁顆平均 去購

働 不適姦岸さ脚

･-

て
.

. ･.

_._.__｣

.畢推さ
柑さ 曲げさ

妄羞塾璧

凍指さ 不快さ 慮ヨ按さ

図トト増長方形
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トト5直角出隅

視断面面墳と快適さ､

視深度標準偏差と複雑さ

が類似した様子を見せる｡

また､出隅から一番離れ

た隅が一番快適となって

いることがわかる｡

5-4-6曲面出隅

視断面面積と快適さ､

視深度平均と曲線さ､不

連続長さ最大値と複雑さ

の入り隅部が類似した様

子を見せる｡また､直角出

隅平面平面と比較すると､

快適さがやや広く､単純

さはやや狭く広がっていることがわかる｡

頚
■

.単純さ
焼身さ 劇さ

緩辞さ 朔さ 慮i絆さ

図5-4-5直角出隅

脚 胡脚 胡刑賢

焼酎 曲線さ

凍絆さ 不快さ

二_二_____二__二二⊥二_二≡≠垂亘垂亘享子こ亘イお牢.∵∴∵~二■二〟J〟

図5一ト6曲面出隅
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トト7独立壁

視断面面積と快適さが､

不連続長さ最大値と複雑

さが類似した様子を見せ

る｡また､隅部においで快

適性が高いことがわかる｡

｢
｣
1
1
｣
‡
婁
i
j
l
-
｣
｣
｣
室

∵
…
ミ
｣
■
.
t
.
-
…
.

｢

二
∵
:
=
…
=
L
■
.
1
.
≡
.
こ
二
.

鮒さ 曲線さ

耕さ 不映さ 盛線さ

トト8連結部

不連続長さ最大値と複

雑さが類似した様子を示

す｡快適さは､あまり位置

に関係ない分布をしている

が､連結部の中央では特に

不快感を得ることがわか

る｡

老樹

虐僻 村幽艶

図卜4-7独立壁

胡脚

快適さ 曲線さ

櫛げさ 不快さ 康押さ

年輩萱
図トト8連結部

.,.._､..__

__
〟!･I
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5-4-9角柱1本

視断面面積と快適さが､

不連続長さ最大値と複雑さ

が類似した様子を見せる｡

また､不快さの記述から､

柱周辺がかなり不快感を覚

えることがわかる｡

5-ト川角柱4本

麒J本 脚 去脚 胡脚

月掛本

■ ■

視断面面積､視深度平均∃

と快適さが､不連続長さ最

大値と複雑さが類似した

様子を見せる｡特に不連続

長さ最大値と複雑さは､隅

部において非常に類似し

た様子をみせる｡

■ ■

雌

灘威さ 焼画さ 曲線さ

彿辞さ 不決さ 盛蹄さ

脚

図トト9角柱1本

.単純さ
焼逆さ 戚l陳さ

聯さ 不排さ 虜線さ

図5-4-川角柱4本
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5-4-11円柱1本
魔J本 棚野 去私親好中旬

視断面面積､視深度平均 ●

と快適さ､不連続長さ最

大値と複雑さが類似した

様子をみせる｡角柱1本

平面と比較すると､円柱

1本平面の方が､複維さ

があいまいになっている

ことがわかる｡

卜4-12円柱4本

視断面面積と快適さ､

不連続長さ最大値と複雑

さが類似した様子をみせ

る｡角柱4本平面と比較

すると､快適さを覚える

空間が広くなっているこ

とがわかる｡

柳腰 可酬 不適艶宗拝さ脚

●lト

● ●

● ●

■ ●

頗磋さ 快適さ 腱

㌔す㌔
星

志 村 苦
く

■

､■ ● t 適 ●

図トト1i円柱1本

棚 排撃均

雌 朋ノ点数 働

● ●

ぎさ｣.｣.‡1.■.｣

図5-ト】2円柱ヰ本

朗綱要
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5-5各記述の考察

心理畳による平面記述を行うことにより､｢単純一複雑｣｢快適一不快｣｢曲線一直線｣の

3軸それぞれについて､平面内における評価の強いところや､変化が少なく一様となっ

ているところなど､平面空間における心理的な変化が一覧的に表現される｡

視深度と心理量による平面記述からは､内部に視線を遮る物のない単純な建築平面で

は記述結果に有意な差はないが､建築平面が複雑になるに従って心理量による記述の単

純さは､視深度｢不連続長さ最大値｣｢特異点数｣などの､建築空間内において壁や柱など

の障害物により空間が廻り込んでいることによる部分の平面記述と､極めて濃淡の分布

が逆一致してお_り､柱により空間が回り込んだところで､複雑さを感じることがわかる｡

特に､角柱平面と円柱平面の記述に注目すると､柱による視深度の急激な変化が平面

全体にわたって記述されており､心理量､視深度ともに空間の複雑さを特に顕著に表わ

していることがわかる｡

心理畳による平面記述の快適さは､連結部平面の開口部分以外では､視深度による｢視

断面面積｣｢視深度平均｣と濃淡の分布が一致している｡

これらの視深度による指標は､建築空間のある位置からの可視空間が大きいことを示

しており､特に曲面出隅平面と直角出隅平面に注目すると､曲面出隅平面では直角出隅

平面より死角となる面積が減少するため､快適さを感じる空間が平面全体により均質な

広がりを表していることがわかり､空間の広さ､広がりが空間の快適性を決定する大き

な一因となっていることがわかる｡

｢曲線一直線｣においては､評価に有意な差はなく､視深度による建築平面記述に関す

る傾向は見られない｡

また､r快適一不快｣r視断面面積｣｢視深度平均Jにおいて､連結部平面では違った記述

をみせた｡このことは開口部の大きさや位置などが人の空間への印象に大きな変化をも

たらすことに原因があると考えられる｡

5-6視深度の意味と心理量の検証

視深度の各指標の意味と､心理実験の結果を比較検証するため､心理的評価を測定し

た264ポイントにおける3つの因子軸の因子得点と､そのポイントに相当する､視深

度の概念における7つの指標から算出されたデータとの相関分析を行った結果､r単純一

複雑｣は､視深度グラフ上で視深度が急激に変化する指標である｢不連続長さ最大値｣､r快

適一不快｣は､視空間の広さを示すと考えられる｢視断面面積｣とそれぞれ非常に強い相

関関係をもつ事がわかる(表5-6)｡
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表5-6相関関係

凍断面面冴 視深厚平均 視深度標準偏苦 慮大視深度差 将兵点数

祝勝面面冴 口

務深度平均 ♂.77J♂タ 口

裾深度標準偏讐 ♂./Jイ/J -♂イ7βJJ 口

虜大視深度差 ♂.射け/J -♂.JJJブタ ♂.タブJ77 口
好男点数

ー♂.♂/β卯 ー♂.銅甘柑
♂.♂7β♂♂ ♂./7ブタ♂ 口

不運露点激
ー♂.♂J/〃 -♂.βJJ/β -♂.♂♂/〟

♂.♂イブ♂J ♂.βイブ/J

不ゴ婁綻点き痘大店
ーβ.きJ川タ -♂イ♂/ブタ

β.ブイ川タ ♂.イ♂〃イ ♂イブブイ～

眉掘一線躇 ♂.〃〃/ ♂.J〃卯
-♂.J//7♂ ー♂.イβブイJ -♂.JJβ郎

不快一組適 ♂.βJタメ/ ♂.イ♂メタク ♂.フタタ～ざ ♂.ク♂Jββ
ー♂.♂JβJβ

百瀬一曲綬
-β.♂ブタ錯 ♂./ブタ7J ー♂.ブイ7〃 -♂.～郎♂J ー♂.J郎タイ

不運綻点数 不適紡長盛邑大倉 卓紹-j好措 不快一組適 直線一曲頗

務断層薗調

顔深度平均

長官風豹欝準偏差

点火頗深度差

将兵点数

不運露点激 口

不:首線虔ま最大虐■ βイ/タタ7 q

.単純一線繹 -♂.イJ♂イ7 -β.銅βタブ 口
不快一決膚

-♂.?J♂JJ ー♂.ク/飢柑 ー♂.郎甘〃
口

直線一曲綬
-♂./朋郎 一♂./郎ク/ ♂.♂/メざタ -♂.♂/ブタ/ 口

本論では前稿までに作成した視深度測定プロセス､記述プロセスと心理的要因との因

果関係を探り､視深度による建築空間評価手法を一歩前進させるために､模型空間によ

る心理実験を行い､その結果と視深度による平面評価との比較考察を行った｡

SD法による建築空間心理実験の結果を主因子分析することにより､人の建築空間へ

の心理的評価は『単純一複雑』『不快一決適』『直線一曲線』の3つの軸で構成される｡

この軸に従って､前稿までに提案した視深度による記述プロセスと同様のプロセスを用

いて､心理畳による元の平面図上に心理畳による平面記述を行い､これらと前稿までの

視深度による平面記述と新たに追加した3つの尺度による平面記述について比較考察と

相関分析を行った｡その結果､心理量による平面記述r単純一複雑｣は｢不連続長さ最大

値｣､｢快適一不快｣は｢視断面面積Jでそれぞれあらわす事ができることがわかり､このこ

とは､平面内のある点における広さが広いほど人は快適さを感じ､ある点から見た視線

を遮るものによる急激な視深度の変化が大きいほど､人は複雑さを感じることを示して

いる｡これらのことより､視深度のある指標の持つ心理的意味合いが明確となり､より

的確な建築空間の評価が可能となったことを示している｡
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本研究では､新しい空間評価の方法を提案するために､｢視深度｣という概念を提起し､

視深度の測定プロセス､記述プロセスを策定し､視深度による平面記述を基本的形態と

考えられる平面について行ない､その記述･評価手法を確立した｡さらに近代住宅作品

を対象とした平面記述を行ない､その空間評価の可能性を探るとともに､従来の心理実

験と多変畳解析による建築内部空間の評価手法による結果との比較考察､検証を行ない､

その結果を応用することで､新しい建築平面空間評価手法として展開している｡

以下に本研究で得られた知見を総括し､結論とする｡

第1章では､既往の研究を調査､概説し､本研究の目的､方法を述べた｡

｢空間の知覚｣に関連する研究として､数多く行われているのは､空間に対する知覚を

数量化した感覚量と､空間の構成要素を数量化した物理量との関係を論じ､物理量で感

覚量を説明しようとするものであり､｢空間の形｣に関してはその知覚により善し悪しや

好き嫌いが個人の感覚に依存するために､もともと定量化しにくいものである｡そのた

め｢空間の形｣そのものがテーマとなった研究は少ない｡

｢コンピューターの利用｣に関する研究としては従来の空間構成の記述をコンピュー

ター･アルゴリズムとして考察するものが多い｡

また､r視深度｣は､M.L.Benediktにより提唱された可視空間の畳と形状をあらわす｢イ

ソビスタ｣という包括杓な概念に含まれると考えられ､本研究は､その平面空間内での

視線の到達距離である｢視深度｣を解析することで空間構成を記述し､評価することを試

みるという立場をとっている｡

第2章では､本研究の核となる概念である視深度とその測定プロセス､記述プロセス､

研究方法､及びそれらのコンピューターシステムについて説明している｡

以下にそれらの概略を示す｡

(1)視深度とは､建築平面内のある場所に存在する人から､その人の視線を遮るものま

での到達距離であり､人はある空間内の場所場所を知覚しながら移動し､その知覚を統

合することによって､空間を知覚することから､本研究ではそのプロセスに従い､視深

度を平面空間内の全ての点で全ての方向について測定する｡

(2)本研究は平面図から読み取れる内部空間の視知覚の研究であるが､一般的な平面図

に表現されている情報は千差万別であるので､本研究では平面図を水平視線を遮るもの

の存在をあらわす図として考え､研究対象とする平面図は､柱､壁などの視線被写体を

黒で､空間､開口部などを白によって示した最も単純なものとする｡

(3)グリッド調整プログラム､視深度測定プログラム､平面記述プログラムを制作する
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ことで､より細かく正確な視深度の測定が可能になるとともに､将来CADシステムと

連動した平面空間評価システムヘの通が開けると考えられる｡

第3章では､建築内部空間を歩き回る人間の水平視線の集積によって､空間を認知し

知覚するというプロセスから､空間内のある点からの水平視線の到達距離､つまり視深

度という概念を数学的に展開している｡

ある点における視断面の､視深度変化を記述したのが､視深度グラフというもので､

これによっていくつかの典型的な平面形態の視深度特性を提示している｡

また､内部空間の視点の位置によって異なる視深度グラフをから､空間をあらわすと

考えられる指標を導き出し､それらの指標に従い視深度を解析して､その空間の位置特

性を元の平面図上に一覧的に記述したのが視深度平面図である｡

以下に第3章の知見を述べる｡

(1)同じ平面でも測定する位置によって視深度グラフの形が変わる事から_､位置によっ

て空間の捕らえかたが違う事が確認される｡

(2)独立壁や､柱､出隅などの視線を遮るものが平面内に存在すると､視深度グラフ上

に突然グラフが不連続となる場所が存在する｡

(3)各点におけるデータから､面積､平均､標準偏差､最大値と最小値の差などの統計

的な指標が視深度グラフから得られ､視深度グラフから､グラフ上で関数の変わり目と

なる場所である､特異点､グラフが急激に変化する場所セある不連続点､ある点におけ

る不連続点中の最大の不連続差である不連続長さ最大値などの数学的指標が考えられるq

(4)視断面面積は空間の視覚的な広さを､視深度平均は空間の視覚的な広がりの大きさ

を､視深度標準偏差は空間の視覚的な纏まりを､最大視深度偏差は空間の視覚的な奥行

きの変化を示すとそれぞれその数学的特性から考えられる｡

(5)視断面面積､視深度平均､視深度標準偏差､最大視深度差は空間構成をあらわす指

標と考えられ､特異点数､不連続点数､不連続長さ最大値は空間の視覚特性をあらわす

指標と考えられる｡

(6)視深度グラフを平面図として表現することにより､言葉では言い表わしにくい､視

断面広さ､広がり､まとまり等の分布や変化などが視覚情報として記述される｡

第4車では､この視深度という概念による平面評価の具体的な可能性を探るため､近

代建築評論に数多く登場し､歴史上重要と思われる近代の代表的な住宅ゐプラン43作

品を対象として､視深度を測定し､各指標による平面記述を行って､各建築作品の主室
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の視覚的空間構成を明らかにしている｡

さらに各平面の平面記述の濃淡の分布の傾向から､近代住宅作品の主室の視覚的空間

構成の特徴を分類し､視深度による各近代住宅作品の主室の視覚的位置づけを明らかに

することを試みるとともに､近代建築評論との対応を考察している｡

以下に第4章で得られた知見を示す｡

=視断面面積による分類では､近代住宅作品の主室は3つのタイプに､視深度平均に

ょる分類は4.つのタイプに､視深度標準偏差による分類では4つのタイプに､最大視深

度差による分類では5つのタイプに分類され､一見類似の平面構成を見せる住宅が､視

深度の上では異なる分類に屈すること､また類似の概念における指標でも､その分類の

作品構成がかなり異なるものになること､こさらに建築としては類似の平面であっても､

その内部に簡単なパーティションのような移動壁がある場合とない場合で､視深度的評

価がまったく異なること､などの結果から､視深度の平面記述から､言葉では表現しに

くい平面上の差異が､具体的な指標として明確化されていることがわかる｡

(2)視断面面積が､平面内のどの位置においても変化がない場合でも､視深度平均は位

置によって変化していることから､視深度平均は視断面面積の副次的な関係と設定する｡

視深度標準偏差とは､ある位置から見渡すことのできる距離の纏まりの度合いを示して

おり､最大視深度差とはその纏まりの中での特異な点である最大値と最小値の差である

ので､この2指標は空間の視覚的環境の変化度に関する指標であると考えられ､最大視

深度差は視深度標準偏差の副次的な関係であると設定する｡

こうした設定の結果､各指標における分類の意味が階層化され､この設定をもとに､

縦軸に視覚的広さの変化度､横軸に空間の視覚的環境の変化度をとり各住宅作品をプ

ロットした結果､トウーゲンハット郎､ベルリン建築展の住居などのミースの住宅作品

の主室は､視覚的広さ､空間の視覚的変化の両面において変化の大きいところにプロッ

トされ､コルビジェの住宅作品の主室は､比較的視覚的広さの変化が大きく､空間の視

覚的環境の変化は小さい傾向にあり､ライトの住宅作品の主室は､視覚的広さの変化度､

空間の視覚的環境の変化度ともそれほど大きくない傾向があることなどが確認できる｡

(3)本研究では､まだ視深度の記述からの近代建築史の再評価というところまでは至っ

ていないが､いくつかの指標を頼りにして､これまでの機能論や構造あるいは素材ある

いはエ業生産論などとは異なる視点での､視覚という観点からの建築評価への可能性は

開けていると思われる｡

第5章では､視深度という概念による平面評価の具体的な可能性を探るための一つの

方法として､前稿で視深度を測定した基本的な平面空間の平面記述の結果と､その平面

空間内におけるSD法による心理実験から得られる平面記述の結果を比較考察､検証す

る事により､視深度による建築平面評価の可能性を探り､また評価手法を一歩前進させ｡
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ることを目的とした｡

以下に第5章で得られた知見を示す｡

(1)心理畳による平面記述を行うことにより､｢単純一複雑｣｢快適一不快｣｢曲線一直線｣

の3軸それぞれについて､平面内における評価の強いところや､変化が少なく一様と

なっているところなど､平面空間における心理的な変化が一覧的に表現された｡

(2)視深度と心理畳による平面記述からは､内部に視線を遮る物のない単純な建築平面

では記述結果に有意な差はないが､建築平面が複雑になるに従って心理畳による記述の

単純さは､視深度r不連続長さ最大値｣｢特異点数｣などの､建築空間内において壁や柱な

どの障害物により空間が廻り込んでいることによる部分の平面記述と､極めて濃淡の分

布が逆｢致しており､柱により空間が回り込んだところで､複雑さを感じることがわか

る｡

(3)心理量による平面記述の快適さは､連結部平面の開口部分以外では､視深度による

｢視断面面積｣｢視深度平均｣と濃淡の分布が一致している｡これらの視深度による指標は

建築空間のある位置からの可視空間が大きいことを示しており､空間の広さ､広がりが

空間の快適性を決定する大きな一因となっていることがわかる｡

(4)｢曲線一直線｣においては､評価に有意な差はなく､視深度による建築平面記述に関

する傾向は見られない｡

(5)心理的評価を測定した264ポイントにおける3つの因子軸の因子得点と､そのポ

イントに相当する､視深度の概念における7つの指標から算出されたデータとの相関分

析を行った結果､｢単純一複雑｣は､視深度グラフ上で視深度が急激に変化する指標であ

る｢不連続長さ最大値｣､｢快適⊥不快Jは､視空間の広さを示すと考えられる｢視断面面積J

とそれぞれ非常に強い相関関係を持っている｡

(6)以上より､心理量による平面記述｢単純一複雑｣は｢不連続長さ最大値｣､r快適一不快｣

は｢視断面面積｣でそれぞれあらわす事ができると考えられ､このことにより視深度のあ

る指標の持つ心理的意味合いが明確となり､より的確な建築空間の評価が可能となった｡
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6-2今後の課題

本研究は､水平視線の遮蔽物までの距離である｢視深度｣を提案し､そ鱒視深度を用い

た平面記述･評価の方法を開発し､その可能性を探るとともに､心理的側面も明らかに

した｡

従来､都市空間､建築空間の分野で評価を行なう場合､多くは現地に被験者を体験さ

せるか､現地写真やCGなどを見せて､心理実験を行なうのが主となっているが､本研

究は､そういった心理実験を行なう事無しに､建築空間を評価できるものである｡

また､ここでは閉じた平面空間のみを扱っているが､建築に必要不可欠な窓や開口部

に注目し､さらには採光､仕上げなどもとりこみ評価できる､3次元評価を開発してい

く必要があると思われる｡
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付廊

･本研究で作成したコンピュータープログラム

■近代庄1著作品の平面図
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グリッド調整プログラム

Private Sub btnAbout_Click()

btnGo.Enabled = False

btnExjt.Enabled=False

MsgBox"グリッド描画Program(保存不可榔''†Chr$(13)+Chri(10)†Chr$

‥3)†Chri(10)+"versjon O.992 93/12/23''+Chr$(13)+Chr$(10)+Chr$

(13)†Chr‡=0)l!,名古屋工業大学社会開発工学科田中理嗣&早瀬幸彦",

0,"About GRIDDER"

btnGo.Enabled'=True

btnExit.Enabled = True

End Sub

Private Sub btnExit_Cljck()

Dim Msg As Strin9

Dim Res

btnGo.Enabled = False

btnAbout.Enabled = False

Msg="終了していいですか?''

Res=MsgBox(Ms9,257,"Exit GRIDDER")

If Res =1Tben

E【d

EndIf

btnGo.Enabled = True

btnAbout.Enabled = True

End Sub

Prjvate Sub btnGo_Click()

Dim Selected As Strin9

Djm Shjropojnts As Long

Dim RGBcolor As Lo〔g

btnAbout.Enabled = False

btnExit.Enabled = False

Selected:OpenFileDlg("‡.BMP")

= Selected =""Then

btnAbout.Enabled = True

btnExjt.Enabled = True

Exjt Sub

[lse

,ピクチャーをロードしてウインドウの大きさを合わせる

･frmMain.pctMajn.Pjcture･=LoadPjcture(Selected)
frmMain.pctMain.Top=frmMain.btnGo.Height

frmMain.pctMain.Left=0

'ウインドウの大きさをピクチャーに合わせる

frmMajn.Hei9ht = frmMain.pctMain.Hejght + frmMajn.Hejght -

frmMain.ScaleHejght+frmMajn.btnGo.Hejght

frmMain.椚dth = frmMajn.pctMain.Wjdth†frmMain,椚dth
-

frmMain.ScaleWjdth
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'ボタンの大きさと位置をあわせる

frmMain.btnGo.Left = O

frmMain.btnGo.Width = frmMain.ScaleWjdth ¥ 3

frmMain.btnAbout.Left = frmMain.Scale椚dth ¥ 3

frmMain.btnAbout.Wjdth =(frmMain.ScaleWidth
* 2 ¥ 3)-

(frmMajn.ScaleWjdth¥3)

frmMain.btnExit.Left = frmMain.ScaleWidth * 2 半 3

frmMajn.btnExit.Wjdth=(frmMain.ScaleWidth)-(frmMain.Sc,ale椚dth*

2¥3)

'表示位置の調整

frmMajn.Top=(screen.Hejght-frmMain.Height)/3

frmMajn.Left=(screen.Wjdth-frmMain.Width)/2

'走査起点の間隔を入力させ､条件に合致するものだけを認める

Do

kankaku=Inp】tBox(''間隔を入力してください｡川00以下で!",,

''1000")

IfIsNumeric(kankaku)Then

If kankaku 〉=1Then

If kankaku く=1000 Then

kankaku=CInt(ka〔kaku)

Exit Do

EndIf

EndIf

EndIf

Loop

'縦横の走査起点の数を計算

XPOjnts=((frmMain.pctMajn.ScaleWjdth

ypoints=((frmMajn.pctMajn.ScaleHeight
'縦横の走査起点の開始点を計算一

⊥T

+)
‖u

‖u

k

k

a

a

..レn

■
l
ノ
l
n

n

n

a

a

k

k

〕十

〕TT

)

5

5

+

+

xstart=(frmMain.pctMain.Scale椚dth-((xpojnts-1)*kankaku)-1)
¥ 2

ystart=(frmMain.pctMajn.ScaleHeight-((ypoints-1)‡kankaku)-1)
半 2

DoEvents

frmMain.pctMain.AutoRedraw=True

'y For Nextし00P

For ypojntno=O To ypojnts-1
'x

For Next Loop

For xpojntno=O To xpojnts-1

X=kankaku *xpointnoIxstart

y=kankaku‡ypojntno+ystart

If frmMajn.pctMain.Pojnt(x,y)=RGB(255,255,255)Then

,frmMajn,PCtMain.Circle(x,y),▲2,RGB(0,255,0)

frmMajn.pctMajn.PSet(x.y),RGB(255.0,0)

EndIf

､DoEvents

Next xpojntno
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Next ypointno

DoEvents

,SavePicture frmMain.pctMajn,Left$(Selected,Len(Selected)-3)+
"DIB"

EpdIf

btnAbout.Enabled = True

btnExit.Enabled =True

End Sub

Prjvate Sub Form_Load()
'表示サイズの調整

frmMain.椚dth = frmMain.btnGo.椚dthIfrmMain.btnAbout.Width†

frmMajn.btnExit.椚dth

frmMain.Height=frnMajn.Height-frmMajn.Scale‖ejght+frmMajn.btnGo･Hei9ht

'表示位置の調整

frmMajn.Top=(screen.Hejght-frmMajn.Height)/3

frmMajn.Left=(screen.Width-frmMajn.Width)/2
End Sub

視深度測定プログラム

Private Sub btnAbouしClick()

'btnLoad.Enabled
= False

btnExit.Enabled = False

MsgBox"Hejmen Henkan Program"+Chr$(13)+Chr$(10)+Chr$(13)+Chr$(10)
†"versjon O.28 93/12/26"+Chr$(13)+Chr$=0)+Chr$(13)+Chr$(10)+
,,名古屋工業大学社会開発工学科田中理嗣&早瀬幸彦",0,"About日日P"

btnLoad.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

End Sub

Prjvate Sub■btnExjLClick()

Djm Msg As Strうng

Djm Res

btnしoad.Enabled = False

btnAbout.Enabled = False

Msg=ガ終了していいですか?"

Res=Msg80X(Msg,257,"Exit日日P")

If Re-s=1Then

End

End.If

btnLoad.Enabled =True

btnAbout.1Enabled = True

End Sub

Private Sub btnLoad_Click()

Dim Selected As String
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Dim Msg As Strjng

Di柑fsjn()As Single

Djm fcos‖ As Sjngle

ReDjm fsin卜180To180)

ReDjm fcos卜180To 用0)

Co〔St PI= 3.141592654

btnAbout.Enabled = False

btnExit.Enabled = False

Selected=OpenFjleDlg("*.BMP")

If Selected =""Then

btnAbout.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

Exjt Sub

[1se

'ピクチャーをロードしてウインドウの大きさを合わせる

frmImage.pctMain.Picture=LoadPicture(Selected)

frmImag2.pctMain2.･Picture=LoadPicture(Selected)

frmImage.pctMajn.Top=O

frmIma9e.PCtMain.しeft=O

frmImag2.pctMain2.Top=O

frmImag2.pctMain2.Left=0

'ウインドウの大きさをピクチャーに合わせる

frmImage.Height = frmImage.pctMain.Height + frnImage.Height -

frmImage.ScaleHeight

frmIma9e.Width = frmIma9e.PCtMain.椚dth + frmImage.椚dth -

frmImage.ScaleWidth

frmImag2.=eight = frmImag2.pctMain2.Height + frmImag2.Hei9ht -

frmImag2.ScaleHeight

frmImag2.椚dth = frmImag2.pctMajn2.Width + frmImag2.Width -

frmIma92.Scale椚dth

'表示位置の調整

If screen.=ejght-frmMain.Hei9htくfrmImage.Hej9ht+frmIふag2.Hei9ht
And screen.WidthくfrmImage.削dth+frmIma92.Wjdth Then

frmImage.Top=O

frmImage.Left=O

frmImag2.Top=SCreen.'Height-frmImag2,Height-frmMain.Hei9ht

frmImag2.Left=SCreen.Wjdth-frmImag2.椚dth

EIseIf screen.椚dthくfrnImage.Width+frmImag2.Width Then

frmImage.Top=(screen.Hei9ht-frmMain.Hejght)/2
-

frmImage.Hejght

frmIma9e.Left=(screen.Wjdth-frmIma9e.Width)

frmImag2.Top=(screen.Hejght-frmMain.Hejght)

frmIma92.Left=(screen.椚dth-frmImag2.Wjdth)

EIse

frmImage.Top=(screen.Height-frmImage.Height)/2

frmImage.Left=SCreen.Wjdth/2q frmImage.Width

frmImag2.Top=(screen.Height-frmImag2.Hejght)/2

frmImag2.Left=SCreen.Width/2
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EndIf

･'表示
frmImage.Show

frmIma92.Show

End 王f

frmIma9e.Captjon=Selected

frmIma92.Caption=Selected

'走査起点の間隔を入力させ､条件に合致するものだけを認める

Do

kankaku=InputBox(''間隔を入力してください｡川00以下で!"†Chr‡‥3)

†Chr$(川)+"(処理を中断するなら 0を入力)'',,"川00")

IfIsNumeric(kankaku)Then

If kankaku 〉=1Then

If kankaku く= 川00 Then

'If kankaku*2+3く=frmImage.pctMain.ScaleWidth And kankaku

‡2+3 く=frmImage.pctMajn.ScaleHei.ght Then

kankaku=CInt(kankaku)

Exit Do

EndIf

EIse

btnAbout.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

Exjt Sub

EndIf

[【dIf

し00P

'出力ファイルを開く

Open Left$(Selected,Len(Selected)-3)+"csv''For Output As#1

'縦横の走査起点の数を計算

XPOjnts=((frmIma9e.PCtMajn.Scale椚dth

ypoints:((frmImage.pctMain.ScaleHei9ht
+

⊥T)
〓u

‖u

k

k

a

a

k

k

n

n

a

a

Lyn

しln

U
●
T

〕TT

)

5

5

+

+

'縦横の走査起点の開始点を計算

XStart=(frmIma9e.PCtMain.ScaleWidth-((xpoints-1)*kankaku)一1)¥
2

ystart=(frmImage.pctMain.ScaleHeight-((ypojnts-1)*kankaku)-1)半
2

'走査起点の情報を出力する

Prjnt粧-"間隔";",";

Prjnt削,kankaku;

Print#1,",";"横点数";'','',

Print#1,XPOjnts;

Prjnt削,カ,'';"縦点数";",''l

Pr拍t削,yPOjnts

'prjnt#1∴∵;''第一走査起点x";"∵;

'prjnt削,XStart;

'print削,",カ;"第一走査起点yl';"∵;
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'prjnt削,ySta｢t

,チェック用X,y 仲心点)

,x=frmImage.pctMain.ScaleWidth¥2

'y=frmImage.pctMain.ScaleHeight¥2

'配列へ三角関数を読み込む

For kak〕do =-用O To180

fsin(kak.udo)=1000*Sjn(kakudo*PI/180)

fcos(kakudo)=1000*Cos(kakudo*PI/180)

Next

'Debug.Prjnt

'Debu9.Print

'Debug.Print

'Debug.Print

'Debug.Prjnt

'stop

'y For Next

fsjn卜180),fcos卜180)

fsjn卜90),fcos卜90)

fsin(0),fcos(0)

fsjn(90),fcos(90)

fsin(180),fcos(180)

Loop

For ypointno=O To ypoints-1
'x For Next し00P■

For xpojntno=O To xpoints-1

frmImag2.pctMain2.Picture=LoadPjcture(Selected)

x=kankaku*xpojntno+xsta｢t

y=■kankaku*ypointno+ystart

Prjnt削,X;

Prjnt#1,'',";

Prjnt削,y;

Prjnt#1,",";

For k=180To-178 Step-2

,Debug.PrintlOOO*Sjn(k*PI/180),1000*Cos(k*PI

/180)

,sute=川00*Sjn(k‡PI/180)

l主ute=川00*Cos(k*PIノ180)
j =fsin(k)+x

j=fcos(k)+y

'Debu9.Print k;X;y;i;j

Prjnt#1,Sousa(x,y.㍉ j);

Prjnt#1,'','',

1rmImag2.pctMajn2.Ljne(j,j卜(x,y),RGB(255,0,0)

Next k

Print#1,

Next xpointno

Next ypojntno

Close削

'起点のプロット

frmImag2.pctMain2.Picture:LoadPicture(Selected)

DoEvents

,塗り潰しを指定

'frmImag2.pctMain2.FjllStyle=0

,frmImag2｣川tMaうn2.F川Color=RGB軋 255,0)
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'y For Next Loop

For ypointno=O To ypoints-1
'x For Next Loop

For xpointno=O To xpoints-1

X=kankaku*xpojntno†xstart

y=kankaku* ypointno+ystart

frmImag2.pctMajn2.Circle(x,y),2,RGB(0,255,0)
Next

xpointno

Hext ypojntno

l塗り潰しを解除

'f川Imag2.pctMajn2.F‖1Style=1

btnAbout.Enabled = True

btnExjt.Enabled = True

End Sub

Private Sub Form_Load()

Top=SCreen.Height一日eight

Left=(screen.椚dth-Width)/2
Load frmImage

しoad frmImag2

End Sub

平面記述プログラム

Private Sub btnAbouしClick()

btnGo.Enabled = False

btnExit.Enabled = False

MsgBox"色塗り Pro9ram"+Chr$(13)+Chri(10)+Chr$(13)+Chr$(10)+
"versjon O.900'94/01/24"+Chr$(13)IChr$(10)+Chr$(13)+Chri(10)+
"名古屋工業大学社会開発工学科田中理嗣&早瀬幸彦,,,0,"AboutIRONURI,,

btnGo･.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

End Sub

Private Sub btnExiしClick()

Djm Msg As Strjng

Djm Res

btnGo.E【abled = False

btnAbout.Enabled =False

Msg="終了していいですか?,,

Res=MsgBox(Msg,257,''ExitIRONURI")

If Res =1Then

End

EndIf

btnGo,Enabled = True

btnAbout.Enabled=True

End Sub
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Private Sub btnGo_Click()
btnAbout.Enabled = False

btnExit.Enabled = False

Selected=OpenFjleDlg("*.CSV")

If Selected ="'Then

btnAbout.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

Exjt Sub

EIse

'間隔を入力させ､CSVをロードしてウインドウの大きさを合わせる

Do

kankaku=Inpu七日ox("1グ1｣ッドの大きさを入力してください｡500以下

で!0なら中止します｡"‥"9")

IfIsNumeric(kankaku)Then

If kankaku 〉=1Then

If kankaku く= 500 Then

kankaku=CInt(kank占ku)

Exjt Do

EndIf

EIse

btnAbout.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

[xjt Sub

EndIf

EndIf

し00P

Open Selected ForInput Asil

Input酎,Yokoten

Input‡l,Tateten

Scalehi=frmMajn.pctMain.Hejght/frmMain.pctMajn.ScaleHei9ht
frmMain.pctMain.Width=Yokoten‡kankaku* Scalehj

frmMain.pctMain.Height=Tateten‡kankaku*Scalehi

frmMain.pctMain.Top=frmMain.･btnGo.Height

frmMain.pctMain.Left=0

'ウインドウの大きさをピクチャーに合わせる

frmMain.‖eight = frmMain.pctMajn.Height + frmMain.Hej9ht -

frmMain.ScaleHej9ht†frmMajn.btnGo.Height

frmMain.椚dth = frmMajn.pctMain.Width + frnMa.jn.Width -

frmMain.ScaleWidth

■'ボタンの大きさと位置をあわせる

frmMain.btnGo.Left = O

frmMain.btnGo.Width = frmMajn.ScaleWid.th ¥ 3

frmMajn.btnAbout.Left =frmMain.ScaleWidth ¥ 3

frmMain.btnAbout.Width
=(frmMajn.ScaleWidth * 2 ¥ 3)-

(frmMain.Sdale椚dth¥3)

frmMain.btnExit.Left = frmMain.Scale削dth * 2 ¥ 3

frmMajn.btnExit.Width=(frmMain.ScaleWidth)･-(frmMain.ScaleWjdth*

2半3)
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′

'表示位置の調整

frmMain.Top=(screen.Height-frmMain.Hejght)/3

frm舶in.Left=(screen.Width-frmMain.椚dth)/2

DoEvents

'グリッドの描画

For y=O To Tateten-1

For x･= O To Yokoten
-1

If frmMain.pctMain.Point(x,y)=RGB(255.255,255)Then

fr州ajn.pctMajn.PSet(x,y),RGB(127,255,127)

Shiropojnts:ShiropointsIl

[ndIf

Input#1,Irojro

frmMai.n.pctMain.Ljne(x*kankaku,y*kankaku卜((x+1)‡

kankaku-1,(y+1)*kankaku-1),RGB(Int■(255‡(トIroiro)),‡nt(255
* ‥ -Irojro)),Int(255*(1-Irojro))),BF

DoEvent$

Next x

Next y

EndIf

DoEve〔tS

Close 削

DoEvents

MsgBox Selected +Chr$(13)+Chr$(10)+Chr$(13)+Chr$(10)+ Str$

(Shiropoints)+"pixelが,0,"面積測定結果"

btnAbout.Enabled = True

btnExit.Enabled = True

E【d Sub

Prjvate Sub Form_Load()

'表示サイズの調整

frmMain,Wjdth = frmMain.btnGo･.Width + frmMajn.btnAbout.椚dth +

frmMain.btnExit.Width

frmMajn.Height=frmMajn.Hej9ht-frmMain.ScaleHei9ht†frmMain.btnGo.Height

l表示位置の調整

frmMain.Top.=(screen.Height-frmMain.Height)/3

frmMajn.Left=(screen.椚dth-frmMain.Wjdth)/2

[nd Sub
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近代住宅作品の平面図
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住宅名 ウイリツツ邸

設計者 フランク･ロイド･ライト

竣工年 1902年
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組積造クーンレイ邸住宅名

フランク･ロイド･ライト設計者
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鉄骨造
ロヴェル邸(健康住宅)住宅名
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住宅名 サヴオア邸

設計者 ル･コルビュジェ 2階地下l階
竣工年 1931年 S=1:3∝)
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住宅名 バック邸

設計者 ルドルフ･シンドラー

竣工年 1934年
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住宅名 フアンズワース邸 鉄骨造

設計者 ミース･フアン･デル･ローエ

竣工年 1950年 S=1:300
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